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C O N T E N T S

松田 浩壮さん　（'78産社）

K o s o M a t s u d a

高度5300mの空気を肌で感じた稀有な人である。氷粒でできた冷
たい雲を貫きたどり着いた－20℃の別世界は、強い日射のため意外
にも素手で作業ができるほど暖かかった。99年1月23日早朝に富山
県砺波市を離陸した熱気球「2000年とやま国体号」は、立山連峰を
越え、2時間41分後に栃木県小山市に着陸。262.8kmの二人乗り国
内最長飛行をなしとげた。ジェット気流に乗り、最高速度は
137km/h。「空気と一緒に動くのだから、風から身を守る必要はない」。
風を研究しつくし、天空の気を肉体に取り込んだ男は事も無げに語
った。
子供の頃から空に憧れ、大凧やグライダーの自作を試みていた。立
命館に入学すると、学生課の反対を押し切って飛行研究会を設立、2
回生の時に日本で15番目にして当時国内最大の熱気球を作り上げた。
分厚い「企画書」を用意して大手繊維メーカーや軽金属会社を飛び込
み訪問、球皮資材の提供やバスケット製作への協力を依頼して回った。
そして学而館の一室でひたすらミシンを踏んだ。創意工夫、つくりあ
げる喜びに夢中になっていた若き松田さんの姿である。
研究会の後輩喜美江さん（'80経営）の卒業を待って結婚、喜美江
さんの郷里富山県高岡市に居を構えた。二人は絶好のフライトエリア
砺波平野で初めて気球をあげ、クラブを組織し普及に努めた。今では
分家も育ち、6団体が砺波の空を舞う。松田さんはパイオニアとして、
より安全に確実にそして遠くへを目標に、成功飛行の詳細なデータを
公開、気球ファンが皆で楽しみを分かち合い、レベルアップを図れる
よう心がけている。一般市民向けのイベント参加にも積極的だ。
飛行シーズンは大地に作物のない秋から翌春にかけて。熱気球には
舵がなく、ガスバーナーの点火・消火で高度を調節することしかでき
ない。好ましい風が吹いている高度を探し、機体を預ける。立ち木や
アンテナを「松田の50cm飛行」と言われる妙技ですり抜け、稲刈り
後の田んぼに着陸、その所有者に挨拶すると「気球が来た日はいい事
がある」と笑顔で迎えられた。彼の心は平野中に根をおろしている。
稼業は寿司屋、マスコミにも登場する「末広矢田店」の主人。「本業
がブレないから気球も続けられた」と日本海の幸を握りながら笑った。

（写真・小幡　豊）

立命館大学校友会報
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KINUGASA CAMPUS

●歩行者専用通路が設けられたため、人が安全・便利
に移動できるようになりました。

●野外ステージ機能を備えています。
●ベンチなどを随所に配し、また芝生内への立ち入り
も自由にしました。青空のもと、存分にくつろげる
空間です。

●ひろば北側には、対人援助のための人間環境デザイ
ンを研究する施設（学術フロンティア研究施設）を
建設中です（2001年春竣工予定）。

元・中央グラウンドが、芝生と植栽に彩られた緑の広
場になりました。
存心館の時計台とともに、キャンパスの新しいシンボ
ルとして親しまれています。

【中央ひろばの新設】

ゆとりと快適性を追求し、
新しい時代にふさわしい先進的な
教学の実現を目指しての
施設整備・カリキュラム改革の数々。

びわこ・くさつキャンパス（BKC）の新展開、
立命館アジア太平洋大学（APU）創設と、
次々に変貌・発展を遂げている立命館学園。
本拠地・京都の衣笠キャンパスにも
ついに大きな飛躍の時が訪れました。

21世紀の学生たちは
こんなキャンパスで学びます。
あなたの思い出の衣笠と
くらべてみてください。

進
化
す
る
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス

二
一
世
紀
に
は
ば
た
く
学
び
の
場

特 集
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あ
ら
ゆ
る
人
に
や
さ
し
い
設
備
配
置

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ス
ロ
ー
プ
、
自
動
ド
ア
、

引
き
戸
、
点
字
タ
イ
ル
等
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
大
教
室
は
通
路
も
広
く
、
出
入

り
は
ス
ム
ー
ズ
で
す
。
私
が
驚
い
た
の
は
車

椅
子
の
人
で
も
無
理
な
く
使
え
る
ジ
ュ
ー
ス

の
自
動
販
売
機
が
置
か
れ
た
こ
と
。
細
部
に

わ
た
り
配
慮
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

明
る
さ
と
快
適
性
の
追
求

ガ
ラ
ス
張
り
・
吹
き
抜
け
部
分
が
多
く
、
開

放
感
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
人
の
動
き
が
よ
く

わ
か
り
、
校
舎
内
の
活
力
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

教
学
施
設
の
充
実

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
を
は
じ
め
と
す
る
情
報

系
・
メ
デ
ィ
ア
系
の
施
設
、
ま
た
、
社
会
福

祉
の
専
門
教
育
に
対
応
し
た
実
習
資
料
室
が

で
き
ま
し
た
。
大
教
室
で
の
授
業
は
、
先
生

方
が
視
聴
覚
設
備
を
積
極
的
に
利
用
な
さ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
面
白
く

な
り
ま
し
た
。
欲
を
言
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
関
連
設
備
の
充
実
が
も
っ
と
飛
躍
的
に
進

め
ば
よ
り
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

学
生
関
連
施
設
の
充
実

一
階
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ウ
ン

ジ
、
二
階
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
ウ
ン
ジ
と
も
に
、

学
生
の
評
判
は
い
い
で
す
ね
。
ゼ
ミ
で
も
基

4

以学館で産業社会学部が新展開
キャンパス南東部の整備

産業社会学部3回生
波岡洋子さんの話

以学館外観

以学館は2000年4月から産業社会学部の基本棟として使わ
れています。
2001年4月の「人間福祉学科」（設置認可申請中）新設に
向け、健常者・身障者ともに利用しやすい施設に生まれ変
わりました。見違えるほど明るく便利になった以学館をご
覧下さい。
以学館向かいの志学館1階には、「保健センター」「心理教育
相談室」が入り、キャンパス南東部は人間の心理・行動・
文化・福祉等の研究をリードするエリアとして整備されま
した。

1Fコミュニケーションラウンジの車椅子の人にもやさ
しい自販機。操作パネル、取り出し口の位置が低い。

▲

▲ 1Fピロティ　中央奥にエレベーターが見える 以学館�

正門�

東門�

南門�

西門�

中央�
ひろば�
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礎
演
習
で
も
、
二
階
ラ
ウ
ン
ジ
を
利
用
す
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
本
当
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
こ
と
に
使
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
（
笑
）。

食
堂
は
地
下
に
で
き
ま
し
た
。
地
下
と
い

っ
て
も
ガ
ラ
ス
張
り
で
と
て
も
明
る
い
で
す
。

ま
た
、
品
揃
え
の
豊
富
な
フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ

も
あ
り
、
手
作
り
の
パ
ン
は
大
人
気
で
す
。

そ
の
他
の
感
想

「
産
社
ゾ
ー
ン
」
が
以
前
よ
り
明
確
に
な

り
ま
し
た
し
、
学
部
自
治
会
、
学
会
学
生
委

員
会
、
エ
ン
タ
ー
団
な
ど
の
学
生
団
体
が
一

箇
所
に
集
ま
っ
た
の
で
、
み
ん
な
で
一
丸
と

な
っ
て
学
部
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
意

識
が
高
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
古
巣
の

恒
心
館
を
出
て
、
本
当
は
少
し
寂
し
い
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
夜
遅
く
ま
で
明
か
り
が
と

も
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
以
学
館
で
頑
張
り

ま
す
。

（
二
〇
〇
〇
年
度
新
歓
実
行
委
員
・
エ
ン
タ
ー
団
員
）

＊
低
回
生
を
、
学
習
・
生
活
・
自
治
の
各
面
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
上
回
生
の
団
体

「
も
っ
と
学
び
た
く
な
る
」
空
間

生
ま
れ
変
わ
っ
た
恒
心
館
は
以
学
館
と
同

じ
く
、
情
報
・
語
学
関
係
の
演
習
室
、
サ
テ

ラ
イ
ト
教
室
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
が
、
僕

た
ち
の
自
慢
は
な
ん
と
い
っ
て
も
五
階
の
Ｉ

Ｒ
ラ
ボ
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
・
個

人
用
読
書
ブ
ー
ス
・
パ
ソ
コ
ン
ブ
ー
ス
な
ど

を
備
え
、
学
習
環
境
は
抜
群
で
す
。
自
分
の

パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
ん
で
、
ネ
ッ
ト
回
線
に

接
続
し
て
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
（
有
線
Ｌ

国際関係学部1回生
太田健史さんの話

恒心館および広場

＊

▲ 2Fアカデミックラウンジで討論する学生たち。

恒心館で国際関係学部が新展開
キャンパス西側の整備

進化する衣笠キャンパス

2000年9月、国際関係学部は、衣笠にある他学部との学際
プログラム「国際インスティテュート」の中核学部として
新展開しました。かつて理工学部の6号館であり、後に産業
社会学部棟となった恒心館で再スタートを切っています。
隣の明学館にも国際教育・言語教育関連施設を集め、この
付近は「国際ゾーン」となります。
旧2号館・3号館はすでに撤去され、広々とした空間が広が
っています。国際関係学部生・国際インスティテュート履
修生・留学生等が幅広く交流できるコミュニケーションの
場として利用できるよ
う、2001年春を
目途に整備する
予定です。

恒心館�

正門�

東門�

南門�

西門�

中央�
ひろば�
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Ａ
Ｎ
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
は
ま
だ
モ

ニ
タ
ー
学
生
に
よ
る
利
用
が
中
心
な
の
で
す

が
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
言
っ
て
、
通
信
用
カ
ー

ド
を
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
差
し
込
む
だ
け

で
、
恒
心
館
内
の
ど
こ
に
い
て
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
と
い
う
先
進
的

な
設
備
が
整
っ
て
い
る
ん
で
す
。
基
礎
演

習
・
資
料
研
究
・
ゼ
ミ
等
の
授
業
中
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
海
外
か
ら
資
料
を
取
り
寄

せ
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
か
ら
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
な
ど
に
も
、
と
て
も

役
立
ち
ま
す
。
こ
れ
に
は
正
直
な
と
こ
ろ
び

っ
く
り
し
、
感
心
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ

の
Ｉ
Ｒ
ラ
ボ
は
午
後
六
時
に
閉
ま
っ
て
し
ま

う
ん
で
す
。
も
っ
と
勉
強
し
た
い
の
に
ち
ょ

っ
と
残
念
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
ね
。

先
生
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
空
間

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
客
員
教
授
を
含
む

国
際
関
係
学
部
専
任
の
先
生
の
個
人
研
究
室

が
恒
心
館
内
に
あ
る
こ
と
で
す
。
一
階
ロ
ビ

ー
に
は
、
先
生
方
の
在
室
状
況
が
一
目
で
わ

か
る
在
室
掲
示
板
が
あ
り
、
内
線
電
話
で
ア

ポ
イ
ン
ト
を
と
っ
て
質
問
・
相
談
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
生
と
の
距
離
が

本
当
に
近
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
先

生
と
の
面
接
ス
ペ
ー
ス
（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
室
）
も
個
人
研
究
室
と
は
別
に

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
国
際
ゾ
ー
ン
」
が
楽
し
み

二
号
館
・
三
号
館
跡
地
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
整

備
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
学
生
の

意
見
を
ま
と
め
て
大
学
に
提
案
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
所
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
場
所
に
し

た
い
と
い
う
希
望
が
多
い
で
す
。
学
生
の
考

え
る
「
国
際
化
」
を
体
現
で
き
る
よ
う
な
空

間
に
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
他
の
感
想

こ
れ
ま
で
は
、「
国
際
関
係
学
部
生
」
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
し
か
持
ち
に
く

か
っ
た
の
で
す
が
、
移
転
後
は
他
学
部
生
と

の
交
流
が
俄
然
増
え
、
改
め
て
「
立
命
館
大

学
の
学
生
」
と
し
て
一
体
感
を
感
じ
て
い
ま

す
。
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
が
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が
楽
し
み
で
す

（
笑
）。

（
学
部
自
治
会
・
施
設
担
当
）

6

▲ IRラボディスカッションルーム内▲ IRラボで個人のパソコンをインターネットにつなぐ

▲教員の在室状況が一目瞭然（昼食時撮影のため留守がち）。

▲ 5Ｆオープンフロア

進化する衣笠キャンパス
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衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
が
再
整
備
さ
れ
る
に
到
っ
た

経
緯
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

立
命
館
は
発
祥
の
時
以
来
ず
っ
と
発
展
に
伴

っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
展
開
を
繰
り
返
し
て
き

た
学
園
で
す
。
衣
笠
に
つ
い
て
言
え
ば
、
一
拠

点
化
の
完
成
を
み
た
数
年
後
、
つ
ま
り
理
工
学

部
情
報
工
学
科
（
当
時
名
称
）
や
国
際
関
係
学

部
が
創
設
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
学

生
数
が
急
激
に
増
え
始
め
、
手
狭
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
最
も
学
生
数
が
多

く
、
教
学
研
究
施
設
も
ふ
ん
だ
ん
に
必
要
な
理

工
学
部
が
ま
ず
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス

に
移
り
、
そ
の
後
経
済
・
経
営
両
学
部
と
と
も

に
Ｂ
Ｋ
Ｃ
で
新
展
開
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
当
時
は
Ｂ
Ｋ
Ｃ
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
衣
笠
・
Ｂ

Ｋ
Ｃ
”両
方
の
“
キ
ャ
ン
パ
ス
の
有
機
的
連
携

と
高
度
化
を
目
指
し
て
の
動
き
だ
っ
た
の
で
す
。

ス
ペ
ー
ス
の
ゆ
と
り
が
で
き
た
衣
笠
で
教
学
施

設
の
抜
本
的
整
備
を
は
か
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を

生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
、
こ
れ
は
学
園
創
立

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
を
締
め
く
く
る
一
大
事

業
な
の
で
す
。

ど
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
で

計
画
が
進
め
ら
れ
た
の
で
す
か
。

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
は
京
都
の
地
に
あ
る
、
当

た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
が
重
要
で
す
。

京
都
に
お
い
て
、
京
都
の
特
徴
を
い
か
し
て
達

成
す
べ
き
立
命
館
教
学
の
次
代
の
目
標
は
何
か

を
考
え
た
う
え
で
、
教
学
環
境
の
整
備
コ
ン
セ

プ
ト
を
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
国
際
化
」「
情
報
化
」

「
人
間
化
」「
文
化
化
」、
加
え
て
「
大
学
院
の
充

実
」
と
し
ま
し
た
。
衣
笠
に
あ
る
各
学
部
そ
れ

ぞ
れ
が
こ
れ
ら
の
指
針
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
実

現
を
中
心
的
に
担
い
、
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
高
度

化
・
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
お
お
ま
か
に
は
「
国
際
化
」「
情
報
化
」

の
牽
引
役
は
国
際
関
係
学
部
、「
人
間
化
」「
文

化
化
」
に
つ
い
て
は
主
に
産
業
社
会
学
部
と
文

学
部
が
担
当
し
、「
大
学
院
拡
充
」
は
法
科
大
学

院
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
構
想
や
来
春
の
応
用
人
間
科

学
研
究
科
創
設
に
見
ら
れ
る
と
い
う
具
合
で
す
。

政
策
科
学
部
は
も
と
も
と
総
合
性
を
持
つ
ユ
ニ

ー
ク
な
学
部
で
す
の
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
し

い
動
き
に
連
動
し
、
い
っ
そ
う
前
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
コ
ン
セ
プ
ト
の
具
体
的
な
中
身
は

ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

「
国
際
化
」「
情
報
化
」
は
、
学
内
の
ど
の
部

門
で
も
推
進
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
特
に
国

際
関
係
学
部
で
は
、
新
し
く
な
っ
た
恒
心
館
の

先
進
設
備
を
駆
使
し
て
、
館
内
の
ど
こ
で
も
コ

ー
ド
レ
ス
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る

よ
う
実
験
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
や
ア
メ
リ

カ
ン
大
学
と
い
っ
た
提
携
校
の
学
生
と
双
方
向

的
か
つ
即
時
的
な
交
流
を
は
か
る
こ
と
を
目
指

し
た
り
、
授
業
の
三
割
程
度
は
英
語
で
行
う
こ

と
を
計
画
し
た
り
と
、
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
際
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
の
主
管
学
部

と
し
て
全
学
に
貢
献
す
る
と
い
う
大
事
な
役
割

も
あ
り
ま
す
。
一
方
の
「
人
間
化
」「
文
化
化
」

は
、
来
春
か
ら
文
学
部
心
理
学
科
が
哲
学
科
か

ら
独
立
し
、
応
用
的
・
臨
床
的
方
面
に

力
を
入
れ
た
り
、
産
業
社
会

学
部
に
人
間
福
祉
学
科
が
で

き
た
り
す
る
こ
と
に
現
れ
て

い
ま
す
。
産
社
の
基
本
施
設

以
学
館
は
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、

誰
に
で
も
利
用
し
や
す
い
バ

リ
ア
フ
リ
ー
設
計
の
明
る
い
建

物
と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。「
文
化

化
」
は
、
在
京
都
と
い
う
こ
と
と
も
密
接
に
関

係
し
て
い
ま
す
ね
。
伝
統
文
化
や
芸
能
を
研
究

対
象
と
す
る
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
は
私

立
大
学
の
施
設
と
し
て
は
か
な
り
先
進
的
だ
と

思
い
ま
す
。

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
整
備
は

こ
れ
で
一
区
切
り
つ
い
た
の
で
す
ね
。

は
い
。
学
部
基
本
棟
の
付
近
に
、
関
連
施
設

や
先
生
方
の
研
究
室
を
で
き
る
限
り
集
め
る
よ

う
に
し
ま
し
た
の
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
区
画

整
理
は
お
お
か
た
で
き
た
と
言
っ
て
よ
ろ
し
い

で
し
ょ
う
。
恒
心
館
と
、
国
際
セ
ン
タ
ー
・
国

連
寄
託
図
書
館
・
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ル
ー
ム
等
を
備
え
た
明
学
館
、
２
号
館
・
３

号
館
跡
の
広
場
周
辺
は
「
国
際
ゾ
ー
ン
」、
そ
し

て
以
学
館
と
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
心
理
教
育
相

談
室
が
あ
る
志
学
館
付
近
は
「
人
間
化
ゾ
ー
ン
」

と
で
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
一
部
に
慣
れ
親
し

ん
だ
校
舎
を
離
れ
る
の
は
し
の
び
な
い
と
い
う

声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
学
生
た
ち

に
は
広
小
路
時
代
の
み
な
さ
ん
が
味
わ
わ
れ
た

の
と
同
じ
寂
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
と
、
長
期
的
展
望
に
基
づ
い
て
緑
あ
ふ
れ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
、
従
来
以
上
に
教
学
の
質
の
向
上
に
力
点
を

お
い
た
改
革
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

発祥地京都から改革をリードする衣笠キャンパス

甲賀光秀専務理事に聞く

進化する衣笠キャンパス



書
画
修
復
一
筋
の
半
世
紀

装
　
師
と
は
ど
ん
な
お
仕
事
で
す
か
。

掛
軸
や
屏
風
、
襖
、
巻
物
な
ど
の
表
具
を

つ
く
る
職
人
で
す
。
装
は
装
幀
、

は
染
め

る
と
い
う
意
味
で
す
。
私
の
勤
め
る
会
社
が

か
ね
て
よ
り
国
宝
・
重
要
文
化
財
級
の
絵
画

や
書
跡
の
修
理
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
私
も
か
れ
こ
れ
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
修

復
作
業
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。

九
八
年
の
文
化
庁
長
官
表
彰
に
続
き
、
二
〇
〇

〇
年
春
に
は
黄
綬
褒
章
を
お
受
け
に
な
り
ま
し

た
。
キ
ャ
リ
ア
も
技
術
も
、
文
化
財
修
復
の
世

界
の
第
一
人
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
こ

の
世
界
に
入
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

中
学
校
卒
業
を
控
え
て
、
何
か
仕
事
を
と

探
し
て
い
る
と
き
、
私
が
今
お
り
ま
す
会
社

の
前
身
に
あ
た
る
表
具
店
か
ら
求
人
が
あ
っ

た
の
で
す
。
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
し
た

の
で
、
こ
の
道
な
ら
よ
か
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
弟
子
入
り
し
ま
し
た
。
昭
和
二
七
年
の
こ

と
で
す
。
入
っ
た
表
具
店
も
、
通
常
の
仕
事

と
並
行
し
て
文
化
財
修
理
と
い
う
特
殊
な
こ

と
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
で
し
た
。
文
化
財

保
護
法
自
体
、
昭
和
二
五
年
の
制
定
で
す
か

ら
、
私
の
職
人
と
し
て
の
歩
み
と
、
国
を
挙

げ
て
文
化
財
を
守
ろ
う
と
す
る
動
き
と
は
ま

さ
に
重
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
不
思
議
な
巡

り
合
わ
せ
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

実
際
に
文
化
財
修
理
の
作
業

に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
い
つ
頃
で
し
ょ
う
か
。

一
通
り
の
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
一
〇

年
と
、
ど
ん
な
世
界
で
も
よ
く
言
い
ま
す
ね
。

私
た
ち
も
同
じ
で
、
掃
除
や
道
具
の
手
入
れ
、

糊
作
り
や
和
紙
を
巻
紙
の
よ
う
に
つ
な
ぎ
合

わ
せ
る
こ
と
な
ど
、
ご
く
基
本
的
な
こ
と
を

身
に
付
け
る
だ
け
で
七
〜
八
年
か
か
り
ま

す
。
幸
い
な
こ
と
に
私
は
、
職
人
の
人
員
の

都
合
も
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
時
点
で
宝
物
に

触
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
先

輩
の
指
示
を
あ
お
ぎ
な
が
ら
の
こ
と
で
、
自

分
の
判
断
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
ず
っ
と
後
で
す
が
。

修
理
作
業
の
流
れ
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

私
の
勤
め
る
（
株
）
光
影
堂
は
、
京
都
国

立
博
物
館
内
に
二
〇
年
前
に
で
き
た
「
文
化

財
保
存
修
理
所
」
に
工
房
を
置
い
て
お
り
ま

し
て
、
作
業
は
そ
の
中
で
行
い
ま
す
。
文
化

庁
か
ら
の
指
示
を
聞
き
、
次
に
、
そ
の
宝
物

の
所
有
者
、
ま
あ
お
寺
さ
ん
が
多
い
で
す
が
、

そ
こ
へ
出
向
い
て
い
っ
て
修
理
設
計
と
い
う

こ
と
を
し
ま
す
。
そ
し
て
修
理
物
件
を
修
理

所
に
運
び
、
修
理
方
法
を
検
討
す
る
わ
け
で

す
。
段
取
り
を
つ
け
、
修
理
を
始
め
ま
す
。

具
体
的
な
作
業
は
扱
う
も
の
の
種
類
や
損
傷

の
度
合
い
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
で
す
の
で
一

概
に
は
申
せ
ま
せ
ん
ね
。
い
ろ
い
ろ
予
期
し

な
い
こ
と
も
起
こ
っ
て
く
る
の
で
す
よ
。
学

問
的
に
興
味
深
い
ア
ク
シ
デ
ン
ト
、
例
え
ば

通
常
は
和
紙
で
裏
貼

り
さ
れ
て
い
て
見
え

な
い
絵
画
の
裏
面
か

ら
、
裏
の
紙
を
は
が

す
こ
と
に
よ
っ
て
文

字
が
書
か
れ
て
い
る

の
が
見
つ
か
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
す
が
、
そ
ん
な
こ

と
で
も
あ
れ
ば
文
化

庁
に
報
告
、
調
査
に

い
ら
し
た
り
も
し
ま

す
の
で
。
ど
ん
な
事

態
も
起
こ
り
得
ま
す

か
ら
、
そ
の
都
度
知

恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
対
処
し
ま
す
。

ど
ん
な
書
画
も

昔
の
人
の
思
い

を
湛
え
て
分
厚

く
見
え
る

こ
れ
ま
で
で
最
も
印

象
深
い
お
仕
事
は
。

昭
和
四
二
年
に
、

「
普
賢
延
命
像
」
と

い
う
尾
道
の
持
光
寺

ITSUMEIRI
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化
財
修
復
に
勤
し
む
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さ
ん
所
蔵
の
仏
画
を
修
理
し
た
と
き
の
こ
と

で
す
。
い
ま
申
し
ま
し
た
よ
う
に
絵
絹
（
画

絹
）
の
裏
紙
を
は
が
し
て
お
り
ま
し
た
ら

「
仁
平
三
年
（
注
・
一
一
五
三
年
）
四
月
廿

一
日
供
養
」
と
い
う
銘
文
が
出
て
き
た
の
で

す
。
普
通
、
古
い
仏
画
な
ど
は
そ
れ
が
何
年

に
描
か
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か
特

定
で
き
な
い
の
で
す
。
こ
の
絵
も
そ
れ
ま
で

は
、
鎌
倉
時
代
初
め
の
も
の
だ
と
推
測
さ
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
平
安
時

代
の
作
で
あ
る
と
明
ら
か
に
な
り
、
重
要
文

化
財
か
ら
国
宝
に
格
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

現
代
に
生
き
る
者
と
し
て
初
め
て
こ
の
文
字

に
対
面
で
き
る
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
た
わ

け
で
す
。
他
に
、
ど
な
た
で
も
ご
存
知
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
有
名
な
作
品
を
手
が
け
た

例
と
し
て
は
、
雪
舟
筆
の
国
宝
「
紙
本
墨
画

淡
彩
天
橋
立
図
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
絵
は

教
科
書
に
も
よ
く
出
て
お
り
ま
す
ね
。

ど
ん
な
お
気
持
ち
で
文
化
財
修
復
に
取
り
組
ま

れ
る
の
で
す
か
。

そ
う
で
す
ね
。
若
い
頃
は
、
単
に
仕
事
だ

と
思
っ
た
り
、
文
化
財
の
”宝

“と
し
て
の
側

面
だ
け
に
目
が
い
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
経

験
を
積
ん
で
ま
い
り
ま
す
う
ち
に
、
一
千
年

も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
そ
の
作
品
を
伝
え
て

き
た
人
々
の
心
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
皆
が
大
切
に
し
て
き
た
も

の
を
伝
え
る
列
に
加
わ
る
資
格
が
自
分
に
は

あ
る
の
か
、
先
達
の
方
々
が
私
が
し
て
い
る

こ
と
を
今
こ
こ
で
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ

と
考
え
る
と
、
怖
い
で
す
。
六
道
絵
な
ど
の

地
獄
図
を
修
理
し
ま
す
と
、
そ
こ
に
は
大
き

な
鏡
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
鏡
に
は
、

人
が
生
き
て
い
た
時
何
を
し
て
き
た
か
が
映

る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
私
も
こ
の
鏡
の
前

に
立
て
ば
何
を
映
し
出
さ
れ
る
か
と
怖
い
で

す
よ
。
何
か
に
追
い
か
け
ら
れ
る
夢
を
見
て

汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

す
。
で
き
る
な
ら
ば
、
過
去
に
直
し
た
も
の

を
も
う
一
度
す
べ
て
修
理
し
直
し
た
い
く
ら

い
で
す
。
時
々
、
文
化
財
の
内
部
に
か
つ
て

修
理
を
な
さ
っ
た
方
の
お
名
前
を
見
つ
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
代
の
手
法
に
照
ら
せ

ば
採
用
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
修
理
の
仕
方
で

あ
っ
て
も
、
当
時
と
し
て
は
最
高
の
こ
と
を
、

心
を
込
め
て
し
て
お
ら
れ
た
の
だ
と
思
う

と
、
そ
れ
を
優
し
い
目
で
眺
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
私
の
手
が
け
た
仕
事
も
一
〇

〇
年
も
経
て
ば
後
輩
た
ち
に
よ
っ
て
や
り
直

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
願
わ
く
ば
今
の

私
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

一
〇
〇
〇
年
も
前
に
書
か
れ
た
作
品
が
、
藤

井
さ
ん
の
お
手
に
よ
っ
て
二
一
世
紀
に
伝
え

ら
れ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。

こ
の
世
界
に
も
、
科
学
技
術
を
駆
使
し
た

新
し
い
手
法
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
次
代
を
担
う
若
い
職
人
た

ち
が
そ
れ
ら
を
学
ぶ
の
は
必
要
な
こ
と
で
す
。

た
だ
、
歴
史
の
流
れ
や
伝
統
を
踏
ま
え
た
う

え
で
新
し
い
も
の
を
つ
く
り
あ
げ
て
ほ
し
い
、

こ
れ
が
願
い
で
す
。
文
化
財
そ
の
も
の
を
新

世
紀
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
先
人
の
こ
こ
ろ
を

伝
え
た
い
、
私
は
こ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

NTERVIEW
ITSUMEIRI

ふじいいさむ さん

1936年京都・花背生まれ。52年3月中学校卒業と

同時に、表具店藤岡光影堂に入店。店が(株)光影堂へ

改組した後も引き続き勤務、現在に到る。長年にわ

たり修理技師長を務め、現在は指導役として後進の

指導にあたりつつ現役で修理に従事している。（協）

京都表装協会後継会員。56年府立洛北高校卒業。

62年立命館大学法学部卒業。98年文化庁長官表彰、

2000年黄綬褒章を受章。

文化財修理という、特殊かつ専門的な仕事への

従事者は、彫刻等の分野を含めても老若合わせて

全国に200名程度。ほとんどが京都で活動してい

る。そのうち自ら修理設計ができるほどの経験と

腕前を持つ人はほんの数名しかいない。藤井さん

はまさにこの世界の第一人者であり、修理点数は

国宝・重要文化財だけで120点にものぼる。

自ら「文化財の病院」と呼ぶ工房内で、中腰な

どの不安定な姿勢で朝から晩まで修理作業をする。

千年近くも昔から伝わる宝物の「病気」治療に失

敗は許されない。細心の注意を払いつつ、いにし

えの和紙や絹布を剥がし、貼り合わせ、古色を施

す。常に精神的・肉体的な緊張にさらされ続ける

辛さと戦いながら今日まで来た。

法学部生だった頃のことを尋ねたところ「とに

かく仕事第一で生きてきましたので、広小路の夜

の学生生活を語るほどの資格はありません。ただ

少し末川先生のお話を聞きたかっただけで」とい

たって控えめな藤井さん。「仕事第一」という言葉

に力がこもる。

「生まれ変わったら、もうこんな辛い仕事には

就かないぞという気持ちも、逆に、これまでのす

べての仕事をやり直したいという気持ちもある」

とおっしゃるが、傍から見ればまさに仕事の虫、

きっと何度生まれ変わっても、宝物修理に勤しま

れるに違いない。

横 顔
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京都・西賀茂正伝寺蔵重要文化財「方丈障壁画」
を修理、補彩する藤井さん
（文化財保存修理所内光影堂工房にて）
■撮影・提供　(株)光影堂



一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
の
わ
が
国
の
政

治
の
混
迷
と
行
詰
ま
り
に
は
憂
う
べ
き
も
の

が
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
懸
命
の
努
力

を
政
治
を
媒
介
に
し
て
事
態
の
改
善
に
つ
な

げ
る
回
路
が
な
か
な
か
見
い
だ
せ
ず
、
多
く

の
人
々
が
い
ら
だ
っ
て
い
ま
す
。
平
成
大
不

況
の
、
い
つ
果
て
る
と
も
分
か
ら
な
い
長
期

化
、
そ
の
中
で
の
リ
ス
ト
ラ
の
拡
大
が
生
む

苦
悩
と
不
安
、
介
護
と
年
金
を
め
ぐ
る
老
後

の
不
安
、
Ｉ
Ｔ
革
命
が
生
む
新
た
な
貧
富
と

チ
ャ
ン
ス
の
格
差
、
家
庭
と
学
校
の
崩
壊
、

青
少
年
犯
罪
、
政
治
家
や
官
僚
の
汚
職
と
そ

の
中
で
際
限
な
く
膨
れ
あ
が
る
国
家
財
政
の

赤
字
、
諸
外
国
か
ら
自
立
性
を
疑
わ
れ
る
情

け
な
い
日
本
外
交
、
既
成
政
党
に
愛
想
づ
か

し
を
し
た
若
者
を
中
心
と
す
る
無
党
派
層
の

増
大
と
各
種
選
挙
で
の
投
票
率
の
異
常
な
低

下
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
の
身
の
回
り
に
は
、
悲

し
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
原
因
は
も
ち
ろ
ん
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
最
近
は
、
政
治
学
、
経
済
学
、
社

会
学
、
歴
史
学
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
の
領
域
の

社
会
科
学
者
た
ち
の
間
で
、
問
題
解
決
の
鍵

の
一
つ
は
「
公
共
性
」
問
題
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
問
題
の
中
心
は
、
政
治
家
た
ち

が
だ
ら
し
な
い
と
か
、
腐
敗
し
て
い
る
と
か
、

官
僚
た
ち
が
モ
ラ
ル
を
失
っ
た
と
か
、
新
し

い
時
代
の
動
き
に
鈍
感
だ
と
か
い
っ
た
こ
と

ば
か
り
で
は
な
く
、
本
来
な
ら
民
主
政
治
の

も
と
で
民
意
形
成
の
基
軸
と
な
る
べ
き
人
々

の
「
公
共
性
」
感
覚
が
は
っ
き
り
し
な
く
な

っ
て
き
た
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
い
か
と

い
う
わ
け
で
す
。
民
主
政
治
の
下
で
は
、

人
々
は
、
自
分
た
ち
の
日
常
生
活
の
個
別
的

利
害
を
政
治
の
場
で
堂
々
と
主
張
し
て
よ
い

の
で
す
が
、
皆
が
そ
れ
ば
か
り
で
は
、
問
題

解
決
の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
政
治
家
の
仕
事
だ
と
い
う

考
え
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
政
治
家

ば
か
り
で
な
く
、
一
般
市
民
の
公
共
の
利
益

に
関
す
る
見
識
が
な
け
れ
ば
、
民
主
政
治
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

現
在
の
日
本
で
の
「
公
共
性
」
感
覚
の
混

迷
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
特
有
の
要
因
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
第
一
と
し
て
は
、

戦
前
の
「
滅
私
奉
公
」
と
い
う
思
想
は
も
と

よ
り
、「
お
上
」（
政
府
）
や
「
お
役
所
」（
官

庁
や
官
僚
）
の
い
う
こ
と
が
「
公
共
」
に
あ

た
る
の
だ
と
い
う
古
い
タ
イ
プ
の
公
共
性
意

識
が
今
よ
う
や
く
権
威
を
う
し
な
っ
て
き
た

の
に
、
他
方
で
は
、
市
民
の
間
で
広
く
通
用

す
る
新
し
い
「
公
共
性
」
感
覚
が
ま
だ
充
分

に
育
っ
て
き
て
い
な
い
と
い
う
過
渡
期
の
難

し
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

第
二
に
、
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
は
、

問
題
点
を
整
理
し
て
、
新
し
い
公
共
性
基
準

の
形
成
に
寄
与
す
る
と
い
う
重
要
な
仕
事
が

社
会
科
学
者
に
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
点

で
、
わ
が
国
の
学
者
の
世
界
で
は
、
価
値
判

断
に
か
か
わ
る
発
言
を
回
避
し
た
り
、
外
国

の
文
献
の
紹
介
だ
け
で
終
わ
っ
て
、
日
本
の

現
実
と
正
面
か
ら
向
か
い
合
お
う
と
し
な
い

と
い
う
残
念
な
傾
向
が
ま
だ
色
濃
く
残
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
現
実
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
と
条
件

で
、
か
つ
、
ど
の
よ
う
な
範
囲
で
「
公
共
」

の
手
に
委
ね
る
の
が
適
切
な
の
か
と
い
う
判

断
を
次
々
と
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
公
営
企
業
の
民
営
化
や

公
的
資
金
の
民
間
企
業
へ
の
投
入
の
根
拠
づ

け
、
公
益
法
人
や
公
共
事
業
に
お
け
る
「
公

益
」
の
意
味
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
「
公
益
」
性
の
認

定
の
根
拠
な
ど
、
具
体
的
問
題
は
山
積
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
例
に
照
ら
し
て
み
て
も
、
今

日
の
「
公
共
性
」
問
題
は
、
社
会
科
学
の
広

範
な
領
域
か
ら
の
多
面
的
な
検
討
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。
立
命
館
大
学
の
人
文
科
学
研

究
所
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
以
来
、「
人

文
・
社
会
科
学
に
お
け
る
『
公
共
』
概
念
の

総
合
的
研
究
」
と
い
う
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
て
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
文
系

諸
学
部
に
所
属
す
る
ス
タ
ッ
フ
有
志
に
よ
る

共
同
研
究
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果

は
、
い
つ
の
日
か
あ
ら
た
め
て
世
に
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
二
〇
〇
〇
年

一
〇
月
の
土
曜
講
座
特
集
「
今
、
公
共
性
を

考
え
る
」
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
足

と
そ
の
趣
旨
を
市
民
の
方
々
に
お
伝
え
す
る

も
の
と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
講

師
と
し
て
登
場
さ
れ
た
の
は
、
経
済
学
、
政

治
学
、
憲
法
学
、
歴
史
学
の
四
つ
の
分
野
に
限

ら
れ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
は
、

こ
の
問
題
が
持
っ
て
い
る
広
が
り
を
考
え
れ

ば
、
ま
だ
ほ
ん
の
入
り
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

私
は
、
政
治
学
者
と
し
て
登
場
し
た
わ
け

で
す
が
、
私
の
講
演
の
中
で
強
調
さ
せ
て
頂

い
た
の
は
、
上
記
の
よ
う
な
私
ど
も
の
研
究

10

日
本
政
治
の
行
詰
ま
り
と

「
公
共
性
」
問
題

■
や
ま
ぐ
ち
・
や
す
し
　
一
九
五
六
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
。
五
八
年
立
命
館
大
学
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

立
命
館
大
学
、
大
阪
市
立
大
学
に
て
教
鞭
を
と
り
、
九
三
年
政
策
科
学
部
設
置
準
備
に
と
も
な
い
再
び
本
学
教
授
と

し
て
着
任
。
専
門
は
政
治
学
。
法
学
博
士
（
大
阪
市
立
大
学
）。
二
〇
〇
〇
年
四
月
よ
り
本
学
人
文
科
学
研
究
所
長
。

立
命
館
大
学
政
策
科
学
部
教
授

山
口
　
定



プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
の
ほ
か
に
は
、
次
の

よ
う
な
こ
と
で
し
た
。

①
戦
後
日
本
の
政
治
学
を
代
表
す
る
存
在
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
丸
山
眞
男
氏

は
、
有
名
な
論
文
「
個
人
析
出
の
さ
ま
ざ

ま
の
パ
タ
ー
ン
」（『
丸
山
眞
男
集
』
岩
波

書
店
、
一
九
九
六
、
第
九
巻
所
収
）
の
中

で
、
明
治
以
来
の
日
本
の
近
代
化
の
歴
史

に
お
い
て
は
、
近
代
的
自
我
の
形
成
に
四

つ
の
異
な
っ
た
パ
タ
ー
ン
（「
個
性
化
」、

「
民
主
化
」、「
私
化
」、「
原
子
化
」）
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
は
、

日
本
で
は
、
こ
の
中
の
「
私
化
」
と
「
原

子
化
」
が
「
個
性
化
」
と
「
民
主
化
」
を

圧
倒
す
る
と
い
う
歴
史
が
あ
っ
た
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
社
会
学
者
の
日
高
六
郎
氏

も
か
つ
て
、
日
本
で
は
、
戦
前
の
「
滅
私

奉
公
」
か
ら
戦
後
の
「
滅
公
奉
私
」
へ
の

逆
転
が
み
ら
れ
る
と
書
い
た
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
指
摘
の
意
味
を
わ
れ
わ
れ
は
あ

ら
た
め
て
検
討
す
べ
き
だ
し
、「
私
化
」

や
「
原
子
化
」
か
ら
「
公
共
性
」
に
い
た

る
道
筋
を
拓
く
意
識
分
析
の
新
た
な
展
開

に
努
力
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
阪
神
大
震
災
以
降
、
わ
が
国
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
高
揚
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利

民
間
組
織
）
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）

な
ど
の
新
し
い
形
の
市
民
運
動
の
活
発
化

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
運

動
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
間
で
は
、「
市
民

社
会
」
の
確
立
が
目
標
で
あ
る
と
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
「
市
民
社
会
」
と
い
う
概
念
は
、

わ
が
国
の
社
会
科
学
の
歴
史
の
中
で
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
や
マ
ル
ク
ス
の
影
響
下
に
、

「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
」
や
「
資
本
主
義
社

会
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
、
そ
の
た
め
、

「
市
民
主
義
」
を
説
き
な
が
ら
「
市
民
社

会
」
は
拒
否
す
る
と
い
う
立
場
（
積
極
的

な
意
味
で
の
「
市
民
社
会
」
概
念
を
も
た

な
い
「
市
民
主
義
者
」）
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
、「
国
家
」
と
「
市

場
原
理
」
に
対
抗
し
て
「
市
民
社
会
」
の

成
熟
に
期
待
す
る
今
日
の
多
く
の
人
々
の

願
い
に
対
応
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
従
来
の
、
と
も
す
れ
ば
教
養
主
義

的
、
エ
リ
ー
ト
主
義
的
で
具
体
的
な
政
策

提
起
能
力
を
持
た
な
い
市
民
社
会
論
や
、

自
主
と
自
立
と
主
体
性
の
み
を
強
調
し

て
、
市
民
的
連
帯
を
支
え
る
「
公
智
・
公

徳
」（
福
沢
諭
吉
）
の
重
要
性
を
忘
却
し
か

ね
な
い
よ
う
な
古
い
タ
イ
プ
の
市
民
社
会

論
は
卒
業
し
て
、「
新
し
い
市
民
社
会
」
論

を
確
立
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

③
真
の
「
公
共
性
」
と
は
何
か
、
と
い
う
問

題
を
正
面
か
ら
問
い
つ
め
る
作
業
は
、
民

主
主
義
を
蘇
生
さ
せ
、
そ
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
・
ア
ッ
プ
を
は
か
る
た
め
の
正
面
玄
関

を
押
し
開
く
作
業
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
、
従
来
の
日

本
人
の
社
会
認
識
の
基
本
的
な
枠
組
で
あ

っ
た
「
国
家
」
と
「
私
生
活
」
と
い
う
対

概
念
を
、「
公
共
空
間
」
と
「
生
活
空
間
」

と
い
う
対
概
念
に
よ
っ
て
置
き
換
え
る
こ

と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
場
合
の
「
公
共
空
間
」
と
は
、
解
決
さ

れ
る
べ
き
問
題
毎
に
異
な
り
、「
国
家
」

で
あ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
地
域
社
会
で
あ
っ
た
り
、「
自

治
体
」
で
あ
っ
た
り
、
国
境
を
ま
た
ぐ
人

間
関
係
で
あ
っ
た
り
、
国
連
で
あ
っ
た
り
、

「
地
球
社
会
」
で
あ
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、

「
私
生
活
」
が
家
族
や
親
戚
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
閉
ざ
さ
れ
た
内
輪
の
世
界
を
意

味
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、「
生
活
空
間
」

は
、「
私
生
活
」
と
同
様
の
親
密
性
の
世

界
で
は
あ
る
が
、
地
域
の
隣
人
や
職
場
の

同
僚
な
ど
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
構
成
す

る
親
し
い
人
々
か
ら
な
る
開
か
れ
た
空
間

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
無
限
に
多
様
な

「
生
活
空
間
」
を
つ
な
い
で
問
題
毎
に
成

立
す
る
「
公
共
空
間
」
が
生
き
生
き
と
し

て
い
る
と
き
、「
国
家
」
と
「
市
場
」
は

暴
走
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
逆
に
、
私
た

ち
の
真
の
必
要
に
応
え
る
も
の
と
な
る
確

率
が
高
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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警
察
官
と
な
っ
て
七
年
が
経
過
し
、

今
ま
で
様
々
な
事
件
、
事
故
と
向
き
合

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
私
が
何
故
警
察
官
に
な
っ

た
の
か
と
い
え
ば
、
高
校
時
代
の
親
友

が
女
性
警
察
官
に
な
り
、
警
察
官
の
仕

事
に
は
交
番
勤
務
や
交
通
取
締
り
以
外

に
総
務
課
、
生
活
安
全
課
、
地
域
課
、

刑
事
課
、
交
通
課
、
警
備
課
等
の
様
々

な
専
門
分
野
が
あ
る
こ
と
を
聞
い
た
か

ら
で
す
。
私
は
そ
れ
ま
で
警
察
に
関
わ

っ
た
こ
と
は
な
く
、
就
職
活
動
期
に
は

別
の
一
般
会
社
に
内
定
し
て
い
た
も
の

の
、
警
察
っ
て
ど
ん
な
と
こ
や
ろ
う
か
、

と
未
知
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
み
よ
う

と
思
っ
た
の
で
す
。

警
察
官
に
な
る
と
、
先
ず
警
察
学
校

に
入
校
し
、
卒
業
後
は
地
域
課
で
の
交

番
勤
務
を
経
て
、
そ
の
後
本
人
の
希
望

や
適
材
適
所
を
考
慮
し
て
、
様
々
な
専

門
分
野
に
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
く
の

で
す
。

私
は
か
つ
て
薬
物
捜
査
の
係
に
配
属

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
然
警
察

官
に
な
る
ま
で
規
制
薬
物
な
ど
見
た
こ

と
が
な
く
、
ま
た
そ
れ
を
使
用
し
て
い

る
人
た
ち
に
接
し
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

何
百
人
と
い
う
薬
物
使
用
者
の
扱
い

の
中
で
、
私
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
二
〇
代
の
若
い
女
性
の
覚
醒

剤
使
用
者
で
す
。
そ
の
女
性
は
覚
醒
剤

の
幻
覚
作
用
で
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い

わ
が
子
を
三
階
の
自
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
か

ら
投
げ
落
と
し
、
死
亡
さ
せ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

私
は
彼
女
の
担
当
刑
事
と
し
て
、
最

初
事
件
の
こ
と
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ

ず
、
こ
れ
ま
で
の
彼
女
の
人
生
の
歩
み

に
つ
い
て
色
々
と
話
を
聞
く
こ
と
か
ら

始
め
、
刑
事
と
被
疑
者
の
関
係
で
は
な

く
、
一
人
の
人
間
と
人
間
と
の
会
話
を

続
け
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
少
し
ず
つ

で
す
が
心
を
開
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
、
二
〇
日
間
の
勾
留
期
間
中
に
何
と

か
事
件
を
検
察
庁
に
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

彼
女
が
警
察
の
留
置
場
か
ら
拘
置
所

に
移
監
さ
れ
る
最
後
の
日
、「
刑
事
さ
ん
、

私
は
今
ま
で
辛
い
こ
と
や
嫌
な
こ
と
が

あ
る
と
、
全
て
薬
を
使
っ
て
ご
ま
か
す

よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
完
全
に
薬
を
断
ち
切
り
、

強
く
生
き
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
私
に
話
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
こ
の
後
は
裁
判
を
待
つ
の
み

と
い
え
、
事
件
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
今
後
は
彼
女
に
は
薬
物
を
断
ち

切
る
強
い
意
思
が
必
要
な
わ
け
で
、
た

だ
私
は
そ
の
最
後
に
言
っ
て
く
れ
た
彼

女
の
言
葉
を
信
じ
る
以
外
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

警
察
の
仕
事
と
い
う
の
は
、
喧
嘩
や

酔
っ
ぱ
ら
い
、
自
殺
者
の
扱
い
等
、
普

段
は
見
え
な
い
人
間
の
裏
の
顔
を
見
て

し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
戸
惑
い
や
、
い

ら
立
ち
を
感
じ
た
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
よ
う
に
、
事
件
は

一
、
二
時
間
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
法
律
に
従
っ
た
地
道
な

活
動
の
積
み
重
ね
で
や
っ
と
解
決
に
向

か
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

警
察
官
と
い
う
と
、
真
面
目
で
、
お

カ
タ
い
、
近
寄
り
が
た
い
存
在
だ
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
利
益
第
一
主
義
の

製
品
を
作
る
の
で
は
な
く
、
人
と
接
し

て
い
く
仕
事
で
あ
り
、
人
間
臭
さ
が
求

め
ら
れ
る
の
で
す
。

さ
て
今
の
治
安
情
勢
は
、
犯
罪
の
多

様
化
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
、
国
際
化
と
い

っ
た
傾
向
が
益
々
顕
著
と
な
っ
て
、
今

ま
で
警
察
が
取
り
扱
っ
た
こ
と
の
な
い

多
種
多
様
な
犯
罪
が
激
増
し
、
警
察
が

充
分
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
状
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
、
私
の
お
腹
に
は
新
し
い
命
が
宿

っ
て
お
り
、
二
一
世
紀
に
生
ま
れ
る
予

定
で
す
。
最
近
ふ
と
一
人
の
母
親
と
し

て
、
こ
の
子
が
二
〇
歳
を
迎
え
る
頃
、

日
本
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
考
え
る
時
が
あ
り
ま
す
。

で
も
私
は
警
察
官
で
あ
る
以
上
、
生

ま
れ
て
く
る
我
が
子
が
、
そ
し
て
国
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
平
和
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
日
々
人
間
臭
い
警
察
官
と

し
て
邁
進
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

人
間
臭
さ
を
大
切
に

町
の
安
全
と

平
和
を
守
り
ま
す

12

竹谷　恵さん
大阪府警察巡査部長
'93 経済
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シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
事
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
立
命
館
大
学
卒
業
・
在
学
の
選
手

六
名
が
、
一
〇
月
一
〇
日
（
火
）
衣
笠
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
、
学
内
関
係
者
や
在
学
生
に
銀
メ

ダ
ル
獲
得
を
報
告
し
た
。

最
高
の
演
技
・
満
足
の
銀
メ
ダ
ル

銀
メ
ダ
ル
の
六
名
は
、
藤
井
来
夏
さ
ん
（
'97
経

営
）、
米
田
祐
子
さ
ん
（
'98
産
社
）、
武
田
美
保
さ

ん
（
'99
産
社
）、
磯
田
陽
子
さ
ん
（
産
社
4
）、
米

田
容
子
さ
ん
（
経
営
3
）、
江
上
綾
乃
さ
ん
（
経
営

3
）。
満
面
の
笑
顔
で
輝
く
メ
ダ
ル
を
披
露
し
て
く

れ
た
。

「
一
〇
点
が
あ
れ
だ
け
並
ん
だ
の
は
初
め
て
。

今
回
は
ロ
シ
ア
の
真
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
い
い
戦

い
が
で
き
、
満
足
で
す
。
銀
メ
ダ
ル
で
す
が
、
心

の
中
で
は
本
当
に
き
れ
い
な
色
の
メ
ダ
ル
で
す
」

と
磯
田
さ
ん
。
他
の
メ
ン
バ
ー
に
も
共
通
す
る
思

い
に
違
い
な
い
。

母
校
の
熱
烈
な
応
援
に
感
謝

久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
わ

り
よ
う
に
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
な
く
な
っ
て
い
る
！
」

と
驚
き
つ
つ
も
、
顔
な
じ
み
の
教
職
員
や
友
人
た

ち
と
歓
談
す
る
う
ち
、
安
ら
げ
る
場
所
に
帰
っ
て

き
た
嬉
し
さ
を
実
感
し
た
と
い
う
選
手
の
皆
さ
ん
。

「
い
つ
も
声
援
を
送
っ
て
く
れ
る
学
生
の
皆
さ
ん
、

私
た
ち
の
選
手
生
活
と
学
業
の
両
立
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
、
職
員
の
方
々
、
先
輩
方
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
立
命
館
の
あ

た
た
か
さ
に
感
謝
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

「
金
メ
ダ
ル
を
取
れ
る
よ
う
挑
戦
を
続
け
ま
す
」

と
の
力
強
い
決
意
表
明
に
添
え
て
、
現
役
学
生
の

三
人
は
「
勉
強
も
一
生
懸
命
や
り
ま
す
」
と
の
言

葉
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

おめでとう　銀メダル！
シドニーオリンピック

シンクロナイズドスイミング選手6名　母校へ

科　　目 99年度決算額 2000年度予算額
前 年 度 繰 越 金 15,668,660 29,622,958
会費収入 単年度会費 5,094,000 4,500,000

新卒者終身会費 136,520,000 204,000,000
既卒者終身会費 7,140,000 6,000,000
計 148,754,000 214,500,000

資産運用収入 預金利息 224,682 250,000
終身会費積立金利息 2,341,255 1,400,000
計 2,565,937 1,650,000

大会収入 参加券売上金 11,111,000 ―
大会賛助金 500,000 ―
大会雑収入 260,000 ―
計 11,871,000 ―

寄付金収入 100周年記念募金 100,000,000 ―
計 100,000,000 ―

その他収入 100周年記念募金差額収入 ― 2,000,000
雑収入 685,617 200,000
白雲荘利用大学負担金 5,558,038 5,300,000
白雲荘利用料 529,135 500,000
計 6,772,790 8,000,000

合　　　　　　　　計 285,632,387 253,772,958

【収入の部】 （単位：円）

■ 校友会会計報告 1999年度決算・2000年度予算をお知らせします SYDNEY 2000 OLYMPIC

S y n c h r o n i z e d  S w i m m i n g

科　　目 99年度決算額 2000年度予算額
人件費支出 給与費 14,795,200 15,000,000

社会保険料 1,444,021 1,600,000
計 16,239,221 16,600,000

一般経費支出 会議費 2,693,347 2,500,000
事務消耗品費 2,479,525 2,300,000
委託費 4,133,410 4,500,000
通信費 30,106,616 25,000,000
振込手数料 175,165 200,000
備品費 171,066 200,000
交通費 1,203,550 1,000,000
旅費 2,529,230 2,200,000
固定資産・都市計画利用税 1,110,380 1,120,000
雑費 818,286 500,000
計 45,420,575 39,520,000

組織強化費支出 組織強化補助金 5,591,320 5,000,000
新校友歓迎企画事業費 16,876,174 17,000,000
学生援助費 2,000,000 2,000,000
就職支援費 0 2,000,000
全国会長懇談会費 3,954,583 3,000,000
計 28,422,077 29,000,000

事業費支出 会報発行費 10,439,148 11,000,000
大会費 14,602,228 9,000,000
大会参加補助金 ― 30,000,000
施設等運営費 6,366,513 6,300,000
校友会奨学金 19,950,000 19,800,000
インターネット事業費 355,217 2,000,000
APU正門建設費 100,000,000 ―
オリジナルグッズ制作費 ― 3,000,000
計 151,713,106 81,100,000

特別会計繰出 終身会費積立金繰出 7,500,000 75,000,000
会館建設基金繰出 2,000,000 2,000,000
名簿発行準備金繰出 2,000,000 2,000,000
記念大会準備金繰出 500,000 500,000
計 12,000,000 79,500,000

予備費 予備費 2,214,450 8,052,958
翌 年 度 繰 越 金 29,622,958 ―
合　　　　　　　　計 285,632,387 253,772,958

【支出の部】 （単位：円）
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立命館大学校友会のホームページは、12月1日にリニューアルしました。
校友会員の皆様ご自身の書き込みにより生の声でリアルタイムに同窓会開催等の案内ができる掲示板や、
校友データ登録・変更フォームをはじめ、便利で楽しい機能がいっぱいです。早速アクセスを！

トップページURL http://www.ritsumei.ac.jp/kic/741/
校友会新メールアドレス alumni@st.ritsumei.ac.jp（変更になりました）

支部・グループ情報

校友会登録団体を簡単操作のプルダ
ウンメニューでお調べいただけるよ
うになりました．都道府県校友会の
ほか、職場、学部・学科・ゼミの同
窓会、サークルOB・OG会など、
約300の団体が様々な活動をして
います。海外支部も9つあります。

校友会からのお知らせ

校友大会のお知らせ等、校友の皆様
に役立つ情報を掲載しています。ト
ップページには最新の情報が常に5
件表示されます。もちろん過去の記
事もご覧になれます。

大学施設・証明書発行

図書館などの施設利用や卒業証明
書等の申し込み手続きを記載してい
ます。

登録内容変更について

登録フォームに入力、ご送信いた
だくだけで、お名前や住所・勤務
先等変更のお届けが簡単にできる
ようになりました。ご送信内容は
SSLを利用したセキュリティで保
護され、安全性がアップしました。

校友会報「りつめい」

PDFファイルで最新号の記事をご
覧いただけます（Adobe Acrobat
Reader  ）のインストールが必要
です）。ご愛読と情報提供を期待し
ています。

立命館大学校歌

校歌・応援歌をパソコン上で聞け
るだけでなく、iモード携帯電話用
の着信メロディとしてダウンロー
ドしていただけるようにする予定
です。対応機種をお持ちの方はお
試し下さい。

東京オフィス/大阪オフィスからのお知らせ

首都圏・大阪に在住・勤務の校友の
ネットワーク強化に役立つ情報を掲
載します。

R

OB・OGからのお知らせ

各校友団体の会合のお知らせ等のた
めの掲示板です。皆様が直接情報を
書き込んで宣伝することや、手作り
のホームページへリンクをはること
ができます。掲示板へ書き込む際に
は簡単なタグが使用可能で、文字を
飾ることもできます。

在校生からのお知らせ

学生からの情報を伝える掲示板です。
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立
命
館
大
学
校
友
会

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

11月18日（土）、学園祭さなかの衣笠キャンパスにおいて、「立命館大学
校友会キャリアアップフォーラム」が開催された。校友会が立命館大学キ
ャリアセンター・学園祭事務局の協力を得て若手校友や在学生向けに行っ
た企画である。初の試みながら、豊かな経験に基づいた持論を語る先輩校
友の話に若者たちが熱心に聞き入って、有意義で和やかな交流の場となった。

本フォーラムは、次代の担い手である若手校友および現役学生に校友
会に対する認識を深めてもらうべく企画・実現した。校友会新世紀構想
委員会のメンバーが中心となり、若手のニーズに対して校友会は何がで

きるのかをアンケート調査等を経て検討した結果、「キャリアアップ」を広い意味で捉え、キーワードに据えること
となったものである。会場の以学館1号ホールは、160名ほどのキャリア・アドバイザー＊と600名を超える学生など
とで満員となった。＊卒業後数年の若手校友で、在学生の就職活動を援助してくれるよう大学から委嘱を受けた人たち

（左）米田祐子さん（右）磯田陽子さん

第1部 シンクロナイズドスイミング日本代表選手へのインタビュー

スポーツ界でキャリアアップを果たした、シドニーオリンピック銀メダリス
トの米田祐子さん（'98産社）・磯田陽子さん（産社４）が登壇、「目標とする
レベルを徐々に上げ、確実にクリアしていくことで実力がつく」「くじけそう
になったら原点に戻り、私はどう生きていきたいのかを考える。すると目標を
捨てることが間違いであるとわかり自分を励ませる」とミニインタビュー形式
でこれまでの体験や努力の模様を語った。

第2部 パネルディスカッション

パネラー兼コーディネーターにＮＨＫアナウンス室チーフ・アナウンサーの
川端義明さん（'75法）、残る2人のパネラーとして作家朴慶南さん（'72文）、
（株）オートバックスセブン代表取締役社長住野公一さん（'70経済）を迎
えた。川端さんが「常識に流されず、自分の現状はこれでいいのかと常に
自らに問いかけながら仕事をしてきた」「若い人には、人の胸を打てるほ
どの強い職業観をもってほしい」と話の先鞭をつけると、朴さんが「でき
ません、と言ってしまってはそれまで。主体性を持ち自分を輝かせて生き
ていれば、出会いが広がり、いい仕事がついてくる」、住野さんは職場組
織をオーケストラに例え「一人一人が責任を持って音を出せ、ソリストた
れ」とそれぞれ力強いエールを送った。
続いて、キャリア・アドバイザーを代表して、中郷浩史さん（'94経済）、岡
田有紀子さん（'99政策）、田邊　裕さん（'99経営）の3名が登壇、先輩パネラー
との掛け合いの中で仕事に対する夢やそれに向けての決意を語った。
「キャリア」について多方面から触れた含蓄の深いパネルディスカッション
に対し、観衆から大きな拍手が送られて閉会となった。

キャリア・アドバイザー交流会

フォーラム終了後、以学館地下食堂にて交流会が開かれた。川端さんによる
乾杯の発声の後は、いくつもの名刺交換と歓談の輪ができていた。

交流会の一幕

川端義明さん 朴　慶南さん

岡田有紀子さん 田邊　裕さん

住野公一さん 中郷浩史さん
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埼
玉
県
校
友
会
は
会
員
数
二
二
〇
〇
名
余
で
四
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
て
活
動
し
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
の
大
き
な
行
事
と
し
て
は
、
五
月
に
立

命
館
創
始
一
三
〇
年
・
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
・

Ａ
Ｐ
Ｕ
開
学
式
典
・
全
国
校
友
大
会
に
参
加
。
五
月
一

九
日
か
ら
宮
崎
・
大
分
・
熊
本
と
二
泊
三
日
の
ツ
ア
ー

を
組
み
、
全
行
程
好
天
に
恵
ま
れ
松
田
会
長
以
下
一
五

名
が
参
加
し
た
。
そ
し
て
第
一
一
回
総
会
を
、
去
る
九

月
二
三
日
（
土
）
与
野
市
の
ホ
テ
ル
・
ア
ル
ー
サ
清
水

園
に
て
開
催
。
来
賓
と
し
て
井
上
純
一
立
命
館
常
務
理

事
、
安
田
祐
造
校
友
会
常
任
幹
事
会
副
議
長
、
志
垣
陽

校
友
課
長
、
関
東
近
県
校
友
会
の
役
員
の
方
々
の
御
出

席
を
い
た
だ
き
、
埼
玉
県
校
友
は
一
九
五
三
年
卒
か
ら

二
〇
〇
〇
年
卒
ま
で
の
四
三
名
が
参
加
し
た
。
第
一
部

総
会
の
あ
と
第
二
部
懇
親
会
に
移
り
、
志
垣
課
長
の
乾

杯
か
ら
和
気
あ
い
あ
い
の
ム
ー
ド
で
進
み
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
銀
座
並
木
通
り
合
唱

団
の
コ
ー
ラ
ス
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
校
歌
・
応
援
歌
斉
唱
の
後
、
無
事
閉
会
と

な
っ
た
。
尚
、
定
例
行
事
と
し
て
は
新
年
会
・
歴
史
探
訪
・
旅
行
・
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
等

を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
皆
様
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
﹇
'63
経
済

中
上
昌
彦
・
記
﹈

九
月
三
〇
日
（
土
）、
函
館
同
窓
会
は
、
同

志
社
・
京
大
・
京
都
産
大
・
京
女
・
京
都
外

大
の
各
在
函
館
同
窓
会
と
共
同
で
「
オ
ー
ル

京
都
同
窓
会
」
を
開
催
し
た
。
単
独
で
は
せ

い
ぜ
い
二
〇
名
程
度
し
か
集
ま
ら
な
い
立
命

館
と
同
志
社
の
同
窓
会
メ
ン
バ
ー
が
飲
み
屋

で
バ
ッ
タ
リ
出
会
い
、「
函
館
で
立
同
戦
や
ろ

う
！
」
と
意
気
投

合
し
た
の
が
そ
も

そ
も
の
き
っ
か
け

で
、
こ
れ
が
「
オ

ー
ル
京
都
」
に
発

展
し
た
。

今
年
の
当
番
校

で
あ
る
我
々
は
、

立
命
館
学
園
一
〇

〇
周
年
に
ふ
さ
わ

し
い
ビ
ッ
グ
な
校

友
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ

ス
タ
ー
の
川
端
義

明
氏
（
'75
法
）
を

招
き
、
記
念
講
演

会
を
開
催
し
た
。

函
館
駅
前
の
「
北

洋
ビ
ル
」
八
階
ホ

ー
ル
は
、
新
聞
広

告
に
よ
り
集
ま
っ

た
市
民
も
含
め
て

満
員
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

演
題
は
「
Ｔ
Ｖ
報
道
の
舞
台
裏
」。
さ
す
が

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
顔
、
歯
切
れ
の
良
い
語
り
口
だ
。

「
夜
の
キ
ャ
ス
タ
ー
も
朝
か
ら
忙
し
い
」「
ニ

ュ
ー
ス
は
二
四
時
間
い
つ
で
も
入
っ
て
く
る

の
で
予
定
原
稿
が
全
部
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
」

に
始
ま
り
、
選
挙
速
報
の
話
題
、
視
聴
者
か

ら
の
様
々
な
反
応
に
ま
で
話
は
及
び
、
あ
っ

と
い
う
間
に
一
時
間
半
が
過
ぎ
た
。

そ
の
後
は
「
川
端
ア
ナ
を
囲
む
会
」
な
る

宴
会
。
各
校
エ
ー
ル
を
交
換
し
八
〇
余
名
が

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
立
命
館
百
年
の
ビ

デ
オ
放
映
や
慶
祥
中
・
高
の
高
杉
校
長
の
お

話
も
交
え
て
我
が
学
園
の
宣
伝
も
バ
ッ
チ
リ

行
い
、
大
成
功
で
あ
っ
た
。

﹇
'53
経
済
　
清
水
源
太
郎
・
記
﹈

石
川
県
校
友
会
の
総
会
は
一
〇
月
二
一
日

（
土
）、
金
沢
市
の
金
沢
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
校
友
一
三
〇
名
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。

今
年
度
は
浅
野
弘
明
前
会
長
、
中
川
和
人
前
副

幹
事
長
と
相
次
い
で
会
の
幹
部
を
亡
く
し
、
全

員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
あ
と
大
井
一
星
会
長
が

「
浅
野
前
会
長
の
情
熱
が
今
日
の
石
川
県
校
友

会
の
基
盤
を
作
っ
た
。
そ
の
遺
志
を
継
い
で
力

を
合
わ
せ
て
よ
り
会
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
、
任
期
切
れ
の
役
員
改
選
で
副
会

長
の
加
納
裕
氏
（
'78
産
社
）
を
新
会
長
に
選
ん

だ
。
新
役
員
は
若
手
を
中
心
に
女
性
幹
事
も
選

出
、
新
た
に
事
務
局
長
の
ポ
ス
ト
も
新
設
し
た
。

総
会
の
後
開
か
れ
た
懇
親
会
に
は
、
田
中
道

七
立
命
館
副
総
長
、
蟹
江
嘉
信
校
友
会
副
会
長
、
廣
近
直
樹
教
育
研
究
事
業
部
長
、
隣

県
の
富
山
県
校
友
会
か
ら
坪
井
新
一
郎
会
長
、
吉
野
久
幸
事
務
局
長
、
福
井
県
校
友
会

か
ら
古
村
隆
一
副
会
長
ら
来
賓
が
出
席
。
加
納
新
会
長
が
「
校
友
会
の
基
盤
を
よ
り
着

実
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
、
田
中
副
総
長
が
来
賓
祝
辞
で
「
け
ん
玉
日
本

一
や
か
る
た
日
本
一
が
学
生
の
中
に
い
る
。
一
芸
に
通
じ
る
こ
と
は
自
分
は
大
丈
夫
だ

と
い
う
達
成
感
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
大
切
な
こ
と
だ
」
と
話
し
た
。
懇
親
会
で
は

蟹
江
副
会
長
の
リ
ー
ド
で
校
歌
や
応
援
歌
を
全
員
で
大
合
唱
、
校
友
の
親
睦
の
輪
が
広

が
っ
た
。

﹇
'61
法
　
児
玉
弘
毅
・
記
﹈

〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈

函館同窓会

石川県校友会 埼玉県校友会
s a i t a m a

h a k o d e t e

i s h i k a w a
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二
〇
〇
〇
年
愛
知
県
校
友
会
の
イ
ヤ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

総
会
・
懇
親
会
が
、
一
一
月
一
一
日
（
土
）
名
古
屋
平
安
閣

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
大
学
か
ら
常
務
理
事

の
久
岡
康
成
様
を
は
じ
め
、校
友
会
本
部
副
会
長
の
柊
茂
様
、

校
友
課
長
の
志
垣
陽
様
な
ど
二
〇
名
近
い
来
賓
を
お
迎
え

し
、
総
勢
約
三
八
〇
名
の
校
友
が
集
う
盛
大
な
会
と
な
り
ま

し
た
。

厳
粛
に
行
わ
れ
た
第
一
部
の
総
会
に
続
く
懇
親
会
は
、
こ

こ
平
安
閣
で
は
も
は
や
恒
例
と
な
っ
た
「
全
館
開
放
」
で
十

分
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
館
内
の
あ
ち
こ
ち
で
愛

嬌
を
振
り
ま
い
て
く
れ
た
舞
妓
さ
ん
、楽
し
い
音
楽
ラ
イ
ブ
、

琴
の
演
奏
を
背
景
に
お
茶
席
、
似
顔
絵
そ
し
て
占
い
、
定
番

の
カ
ラ
オ
ケ
等
、
館
内
は
ど
こ
へ
い
っ
て
も
楽
し
い
笑
い
声

と
、
懐
か
し
い
話
に
満
ち
満
ち
て
い
ま
し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
平
成
一
一
年
、
一
二
年
の
卒
業
生
約
四
〇

名
の
出
席
が
得
ら
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
平
成
一
二
年
度
の
会

員
名
簿
が
完
成
、
こ
の
日
校
友
に
配
ら
れ
た
こ
と
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
一
一
年
、
一
二
年

の
卒
業
生
か
ら
は
、
事
務
局
へ
の
協
力
申
し
出
が
飛
び
出
す
な
ど
、
今
後
の
愛
知
県
校

友
会
に
と
っ
て
実
り
多
き
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
開
催
に
あ
た
っ
て
多
大
な
る

ご
助
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
名
古
屋
平
安
閣
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

﹇
愛
知
県
校
友
会
事
務
局
・
記
﹈

去
る
九
月
二
三
日
（
祝
）
に
、
存
心
館
七
〇
一
号
教
室
に
お
い
て
、
立
命
館
大
学
法

学
部
同
窓
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

法
学
部
創
立
一
〇
〇
周
年
を
契
機
と
し
て
同
窓
会
を
つ
く
ろ
う
と
の
機
運
が
高
ま
り
、

九
九
年
三
月
の
設
立
準
備
委
員
会
の
設
置
か
ら
約
一
年
半
の
間
、
各
ゼ
ミ
・
サ
ー
ク
ル

か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
を
中
心
に
準
備
を
す
す
め
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た

発
起
人
会
の
議
論
を
経
て
、
今
回
の
設
立
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

総
会
で
は
、
多
数
の
同
窓
生
の
参
加
を
得
て
、
議
事
に
し
た
が
っ
て
、
学
校
法
人
立

命
館
川
本
八
郎
理
事
長
の
挨
拶
、
同
窓
会
設
立
の
経
過
報
告
、
同
窓
会
規
約
・
役
員
人

事
、
活
動
方
針
・
予
算
案
が
、
活
発
な
議
論
の
後
す

べ
て
承
認
さ
れ
、
同
窓
会
の
設
立
が
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
次
回
の
総
会
は
、
二
〇
〇
一
年
六
月
二
日

（
土
）
に
開
催
す
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
初
代
同
窓
会
会
長
に
就
任
さ
れ
た
羽
賀
孝

氏
（
'51
法
）
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の
方
々
の
挨

拶
で
は
、
今
後
の
同
窓
会
活
動
に
対
す
る
抱
負
が
表

明
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
同
窓
生
は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
の
各
企
画
に
参
加
し
た
り
、
全
体
の
懇
親
会
場
や

当
日
に
設
定
さ
れ
た
各
ゼ
ミ
の
同
窓
会
で
旧
交
を
温

め
あ
っ
た
。

﹇
法
学
部
同
窓
会
事
務
局
・
記
﹈

現
在
、
理
工
学
部
卒
業
生
の
同
窓
会
組
織

と
し
て
、
各
学
系
単
位
に
「
数
物
会
」「
応
化

会
」「
立
命
電
友
会
」「
機
友
会
」「
情
報
会
」

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
が
連
携
し
、
理
工

学
部
全
体
と
し
て
統
一
的
に
活
動
す
る
組
織

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
九
九
九
年
一
月
に
「
理
工
学
部
創
立
六

〇
周
年
記
念
校
友
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
の

を
機
に
、
理
工
学
部
各
同
窓
会
組
織
の
連

合
・
協
議
体
と
し
て
の
「
立
命
館
大
学
理
工

学
部
同
窓
会
連
絡
協
議
会
（
仮
称
）」
の
設
立

を
提
案
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
承
認

を
受
け
て
、
各
同
窓
会
の
代
表
者
で
構
成
さ

れ
る
「
理
工
学
部
同
窓
会
連
絡
協
議
会
設
立

準
備
会
」
を
結
成
し
、
運
営
形
態
、
活
動
内

容
な
ど
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
二
〇

〇
〇
年
五
月
に
「
理
工

学
部
同
窓
会
連
絡
協
議

会
」
の
創
設
が
合
意
さ

れ
、
①
同
窓
生
の
親
睦

交
流
の
た
め
の
事
業
、

②
各
学
系
の
同
窓
会
活

動
を
支
援
す
る
事
業
、

③
理
工
学
部
の
発
展
に

寄
与
す
る
事
業
等
を
行

う
こ
と
を
柱
と
し
た
規
約
・
内
規
も
作
成
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
各
同
窓
会
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
で
構
成
さ
れ
る
「
役
員
会
」
も
組

織
さ
れ
、
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

各
同
窓
会
を
通
し
て
理
工
学
部
卒
業
生
に

「
理
工
学
部
同
窓
会
連
絡
協
議
会
」
の
創
設
を

告
知
す
る
手
続
き
を
進
め
る
と
と
も
に
、
一

一
月
一
九
日
（
日
）
に
最
初
の
事
業
と
し
て

の
「
創
設
記
念
講
演
会
」
を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
京
都
で
開
催
し
ま
し
た
。（
株
）
日
本

総
合
研
究
所
調
査
部
長
高
橋
進
氏
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、「
Ｉ
Ｔ
革
命
の
進
展
と
日
本

経
済
の
行
方
」
と
題
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
各
同
窓
会
の
役
員
を
中
心
に
約

一
五
〇
名
の
卒
業
生
が
参
加
し
、
懇
親
会
も

開
催
さ
れ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

﹇
'63
理
工
　
松
田
十
四
夫
・
記
﹈

理工学部同窓会連絡協議会

法学部同窓会設立総会 愛知県校友会
a i c h if a c u l t y o f l a w

facu l ty of sc ience and engineer ing
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Family Card
※立命館ファミリーカード会員の方は、割引の特典がございます。

立
命
館
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

商品は、当社がお申し込みを受け付けてから約2週間でお届けいたします。

ご注文毎に1カ所のお届け先につき、送料を申し受けます。

お届けについて

送料について

■お申し込み・お問い合わせ先

国産天然羊革使用ゴルフグローブ

素材の厳選からこだわった天然の子羊の革（ベビーラム）を
ご用意いたしました。薄くて、やわらかく手になじみやすい
風合いは、スコアメイクに何よりのアシストをお約束いたし
ます。

■素　材 ： 天然羊革（ベビーラム）
■サイズ ： 19ｃｍ～27cm
■カラー ： 白、黒 右打ち用（片手）

￥2,000（税別） ￥2,300（税別）

オリジナルＴシャツ・トレーナー

胸元と背中に　　　 ロゴをシンプルにあしらったＴシャツ。夏はア
ウターに、冬はインナーにと季節を問わず、長くご愛用していただ
けます。同タイプのトレーナーは　　　と　　　 の2種類ご用意い
たしました。

＜Tシャツ＞
■サイズ ： M、L
■素　材 ： 綿100％
■カラー ： 白

Tシャツ／写真左　Tシャツ／写真右

Tシャツ

＜トレーナー＞
■サイズ： M、L
■素　材： 綿100％
■カラー： アッシュグレー

￥1,500（税別）

トレーナー￥3,000（税別）

Tシャツ￥1,800（税別）

トレーナー￥3,300（税別）

広
告
欄

NEW

トレーナーのみ
マーク登場！

新規優待店紹介

優待店からのお知らせ

〒603-8353 京都市北区平野上八丁柳町28  

（株）クレオテック「ショップリベルテ通販」係
TEL. 075(463) 9740     FAX. 075 (465) 5697

酒家 いちまるいち
●すき焼き・しゃぶしゃぶ食べ放題1,780円（肉・野菜・ごはん・玉子お替わ
り自由）と備長炭使用の四季の魚菜焼(季節の魚介と野菜盛り）のお店。

TEL. 075（461）4790
京都市北区西大路今出川東入ル北側カーメル北野Ｂ1

白梅町交差点東へ30m北側、カーメル北野ビル地下１階アクセス

ご飲食代合計金額の10％割引 （注文時にカード提示）

新たに
マーク

登場！

NEW

はだかの大将記念館 12月中旬に閉館致します。ご利用有難うございました。

立命館ファミリーカード会員価格 一般価格
立命館ファミリーカード会員価格 一般価格
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広
告
欄

立
命
館
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

［立命館オリジナルグッズ］ 通 信 販 売

立命館アジア太平洋大学開学記念ロゴ入りゴルフボール

ロングセラーを続ける飛びの定番球、ＤＤＨツアースペシャ
ルにオリジナル記念ロゴを入れました。大小4種類432個の
ディンプルと均一高反発ソフトコアが風の影響の少ない、伸
びのある弾道をお約束します。

■ダンロップ社製 DDHツアースペシャル
■１ダース（12個）

『立命館百年史』第一巻
通史編に続いて、このほど
『立命館百年史』第一巻資
料編が刊行されました。諸
資料760点、諸統計を含め
て全1,818頁の大部のもの
です。資料の収録範囲は、
立命館創始の1869（明治
2）年から終戦の1945
（昭和20）年までの期間
です。
学祖・西園寺公望と学園創立者・中川小十郎との関係資料をはじめ
織田萬、小西重直、山座円次郎、末弘威麿等々学園関係者のいままで
未公開であった資料も数多く収録されています。
『立命館百年史』第一巻資料編を購入ご希望の校友は、特別価格
11,000円（別に送料650円）で頒布しています。葉書、又はファッ
クスで『立命館百年史』第一巻資料編を購入希望と明記のうえ、住所、
氏名（ふりがな付き）、電話番号、数量、ご卒業年度と学部を記入し、
左記までお申し込みください。なお、『立命館百年史』第一巻通史編
（特別価格5,000円、送料650円）も残部がございますので、購入さ
れていない方はこの機会に併せてご一読されることをお奨めします。

故末川博名誉総長は、戦
後初代の総長・学長として
「平和と民主主義」の教学
理念を樹立され、本学園の
復興と振興に尽力されまし
た。「追想 末川博」は青山
道夫、川島武宣、天野和夫、
大隈健一郎、梅原猛、田中
伊三次、桑原武夫など末川
先生と親交が深かった人々
の文章90篇を収録したもので、先生の遺徳を偲ぶとともに愛惜の思
い出を新たにする内容構成となっています。
今般、特別価格1,400円（送料込み）で頒布します。

ハガキまたはファックスに、住所、氏名（フリガナ）、電話番号、立命館フ
ァミリーカード会員番号、カード有効期限、商品番号、商品名、サイズ、数
量、金額、お届け先をご記入のうえ（株）クレオテックまでお申し込みくだ
さい。

立命館ファミリーカード会員の皆様は、カード払いがご利用いただけます。
※お申し込み時に必ず明記してください。
一般の皆様は、商品到着後「郵便払込み」にてお支払いください。

値段は税抜き価格です。消費税は別途申し受けます。

お
申
し
込
み
の
ご
案
内

お申し込み方法

お支払い方法について

￥3,600（税別）

立命館ファミリーカード会員価格

￥3,900（税別）

一般価格

（株）クレオテック
「ショップリベルテ通販」係

『立命館百年史』第一巻資料編を刊行

「追想 末川博」を特別価格で販売

お申し込み先
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100年の確かな歩みを21世紀へ
立命館創始130年・学園創立100周年記念 2000年秋の取り組み

一
〇
月
一
〇
日
（
火
）「
感
謝
の
集
い
」
を

国
立
京
都
国
際
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。
内
容
は
、
知
事
・
市
長
、
関
西
地
域
を

中
心
と
し
た
大
学
の
学
長
・
理
事
長
、
企
業

役
員
の
方
々
を
多
数
お
招
き
し
た
記
念
式
典
、

白
川
静
名
誉
教
授
に
よ
る
記
念
講
演
会
「
東

洋
の
文
化
と
漢
字
」
お
よ
び
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
、
約
一
、
三
〇
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
挨
拶
で
、
川
本
八
郎
理
事
長
よ
り

「
立
命
館
は
間
違
い
な
く
二
一
世
紀
に
向
か
っ

て
、
使
命
を
自
覚
し
て
発
進
い
た
し
ま
す
。

前
進
し
ま
す
」
と
決
意
が
述
べ
ら
れ
、
長
田

豊
臣
総
長
か
ら
は
「
私
学
の
役
割
と
責
任
を

自
覚
し
、
二
一
世
紀
の
世
界
に
通
用
す
る
学

園
づ
く
り
に
競
争
的
緊
張
感
を
持
ち
つ
つ
協

力
し
て
い
く
こ
と
」
の
重
要
性
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
坂
本
和
一
Ａ
Ｐ
Ｕ
学
長

は
「
大
学
が
地
域
に
愛
さ
れ
、
大
学
が
地
域

に
役
立
つ
も
の
と
な
る
こ
と
が
、
大
学
の
国

際
的
な
信
頼
と
評
価
を
確
立
す
る
上
で
、
決

定
的
に
重
要
」
で
あ
る
と
述
べ
、
今
後
も
努

力
を
重
ね
て
い
く
と
い
う
決
意
を
謝
辞
と
さ

れ
ま
し
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
学
生
や
本

学
奨
学
生
・
留
学
生
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
シ

ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン

グ
の
六
名
と
硬
式
野
球
部
山
田
秋
親
投
手
か

ら
は
挨
拶
が
行
わ
れ
、
大
き
な
拍
手
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。

今年、「立命館創始130年・学園創立100周年記念」事業として、5月20日（土）に大分県別府市において

記念式典および立命館アジア太平洋大学開学祭を開催し、本学の100年の到達点を踏まえた未来への新たな展開について

社会のご理解を得る機会を持つことができました。この秋には、立命館大学が生まれ育った

京都・滋賀地域を中心として記念事業が開催されています。ここにその概要をご紹介いたします。

立
命
館
創
始
一
三
〇
年
・

学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
感
謝
の
集
い

COMMEMORATIVE FOR THE 130th & 100th ANNIVERSARY

感
謝
の
集
い
に
先
立
ち
、
法
学
部
創
立
百

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
九
月
二
二
日
（
金
）

に
、
以
学
館
一
号
ホ
ー
ル
に
お
い
て
①
法
学

部
百
周
年
記
念
式
典
（
約
五
〇
〇
名
が
参
加
）、

九
月
二
三
日
（
土
）
に
以
学
館
二
号
ホ
ー
ル

に
お
い
て
②
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
二

一
世
紀
の
法
学
・
政
治
学
の
役
割
」（
ア
メ
リ

カ
ン
大
学
ワ
シ
ン
ト
ン
法
科
大
学
院
学
部

長
／
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
グ
ロ
ス
マ
ン
教
授

（
ア
メ
リ
カ
）、
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
学
長
／

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー
教
授
（
ド

イ
ツ
）、
マ
ラ
ヤ
大
学
／
ソ
チ
・
ラ
シ
ャ
ガ
ン

教
授
（
マ
レ
ー
シ
ア
）、
中
国
社
会
科
学
院
法

学
研
究
所
／
王
家
福
教
授
（
中
国
）、
ソ
ウ
ル

大
学
校
法
科
大
学
長
／
金
東
監
教
授
（
韓
国
）

が
報
告
）、
さ
ら
に
存
心
館
等
で
③
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
、
④
法
学
部
百
周
年
に
関
わ
る

貴
重
な
資
料
や
パ
ネ
ル
の
展
示
、
⑤
法
学
部

同
窓
会
設
立
総
会
、
⑥
法
学
部
百
周
年
記
念

祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
関
連
し

て
「
百
周
年
記
念
論
文
」
の
募
集
、「
法
学
部
百

周
年
記
念
誌
」
の
刊
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

法
学
部
創
立
百
周
年
記
念
事
業

特集
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一
〇
月
一
三
日
（
金
）
〜
一
五
日
（
日
）

に
は
、
以
学
館
地
下
ホ
ー
ル
に
お
い
て
①

「（
故
）
和
田
繁
二
郎
先
生
寄
贈
書
特
別
展
示
」

（
本
学
名
誉
教
授
・
和
田
繁
二
郎
先
生
の
寄
贈

書
等
の
展
示：

近
代
文
学
、
ポ
ト
ナ
ム
等
歌

誌
、
パ
ネ
ル
に
よ
る
研
究
と
作
歌
の
足
跡
な

ど
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
一
五
日
に
は
、

末
川
記
念
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
記
念
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
一
月
二
日
（
木
）
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス

プ
ラ
ザ
京
都
に
お
い
て
②
「
文
学
部
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
文
学
部
・
渡
辺
公
三

教
授
講
演
「
二
一
世
紀
に
お
け
る
人
文
学
の

役
割
と
期
待
」、
文
学
部
・
本
郷
真
紹
教
授
講

演
「
大
学
の
求
め
る
学
生
像
と
大
学
入
試
」

お
よ
び
文
学

部
入
試
説
明

会
を
行
い
ま

し
た
。

一
一
月
二

五
日
（
土
）

に
は
、
以
学

館
三
号
に
お

い
て
③
地
理

学
科
企
画

「
社
会
に
役

立
つ
地
理

学
」
と
題
し

て
、「
こ
こ
が
危
な
い
！
京
都
と
大
阪
の
災
害
」

（
高
橋
学
教
授
）、「
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ

Ｉ
Ｓ
）
の
世
界
」（
矢
野
桂
司
助
教
授
）
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
二
月
一
六
日
（
土
）
〜
一
七
日
（
日
）
に

は
④
「
立
命
館
大
学
所
蔵
貴
重
書
特
別
展
」

と
し
て
、
徳
大
寺
文
書
、
西
園
寺
文
書
展
示

の
特
別
展
を
開
催
し
、
一
七
日
に
は
、
記
念

講
演
会
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

創
立
百
周
年
記
念
文
学
部
企
画

一
一
月
三
日
（
金
）
・
四
日
（
土
）
お
よ

び
一
〇
日
（
金
）
・
一
一
日
（
土
）
に
、「
ア

ジ
ア
太
平
洋
学
の
構
築
に
向
け
て
」
と
い
う

統
一
テ
ー
マ
の
も
と
、
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。
国
連
事
務
総
長
特
別

補
佐
官
の
ラ
ギ
ー
氏
を
は
じ
め
、
国
内
外
か

ら
著
名
な
研
究
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
等
を

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
第
一
部
「
ア
ジ
ア
太
平
洋

に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
あ
り
方
―

そ
の
独
自
性
を
ど
の
よ
う
に
打
ち
出
す
か
」、

第
二
部
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
の
新
し
い
次

元
を
求
め
て
―
そ
の
視
角
・
方
法
・
課
題
」

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
立
命
館
ア

ジ
ア
太
平
洋
大

学
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、

欧
米
型
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
教
育

に
学
び
つ
つ
、

欧
米
と
ア
ジ
ア

の
社
会
的
・
文

化
的
特
性
を
取

り
入
れ
た
東
西

融
合
型
の
独
自

の
ス
タ
イ
ル
の

あ
り
方
に
つ
い

て
、
第
二
部
で

は
、
新
し
い

「
ア
ジ
ア
太
平

洋
学
」
の
視
角
、

方
法
、
課
題
に

つ
い
て
旺
盛
な

議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
・
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
開
学
記
念

国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

学
園
の
百
周
年
を
記
念
し
、
学
友
会
「
百

周
年
事
業
部
」
で
①
「
女
性
が
『
は
た
ら
く
』

と
い
う
こ
と
〜
裁
判
を
起
こ
し
た
女
性
た
ち

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
」（
10
･
25
女
子
学
生
の

会
主
催
）、
②
「
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」

（
11
･
2
産
業
社
会
学
部
自
治
会
主
催
）、
③

「
百
周
年
記
念
演
奏
会
」（
11
･
10
立
命
館
大

学
交
響
楽
団
主
催
）、
④
「
二
一
世
紀
の
リ
ー

ダ
ー
を
目
指
し
て
」（
11
･
18
校
友
会
も
協
力
）、

⑤
「
二
一
世
紀
・
民
主
主
義
社
会
の
再
考
」

（
Ⅰ
部
学
術
本
部
主
催
）、
⑥
「
報
道
写
真
展
」

（
11
･
27
〜
12
･
1
Ｂ
Ｋ
Ｃ
、
12
･
4
〜
8
衣

笠
、
立
命
館
大
学
新
聞
社
主
催
）、
⑦
「
Ｐ
Ｅ

Ａ
Ｃ
Ｅ
〜
二
人
の
『
沖
縄
人
』
が
見
た
戦
争
」

（
12
･
8
平
和
の
会
主
催
）、
⑧
「
石
川
文
洋

写
真
展
」（
11
･
27
〜
12
･
1
衣
笠
、
12
･
4

〜
8
Ｂ
Ｋ
Ｃ
、
平
和
の
会
主
催
）、
⑨
「
政
党

討
論
会
二
〇
〇
〇
」（
12
･
15
Ⅰ
部
学
友
会
主

催
）、
⑩
「（
陶
芸
部
・
写
真
部
・
映
画
部
・

美
術
部
に
よ
る
）
合
同
展
覧
会
」（
12
･
18

〜
22
Ⅰ
部
学
芸
総
部
主
催
）
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
学
生
企
画

100年の確かな歩みを21世紀へ
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「国際社会で活躍できる人材の養成を目指して
―中・長期国際教育プログラムの到達点と課題―」

国際教育・研究推進機構長 モンテ・カセム
［政策科学部教授／地域経済学］

国際教育�
最前線�

Ｕ
Ｂ
Ｃ
･
Ｊ
Ｐ
に
つ
い
て

は
じ
め
に
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
･
Ｊ
Ｐ
は
ど
の
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

学
ん
で
い
る
の
で
す
か
？

Ｕ
Ｂ
Ｃ
･
Ｊ
Ｐ
は
、
一
九
九
一
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
に
一
〇
〇
〇
名
の
学
生
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
、
本
学
の
国
際
化
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き
ま
し

た
。
本
学
と
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
あ
る
ブ
リ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
（
Ｕ
Ｂ
Ｃ
）
が
共
同
で

開
発
し
た
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
二
回
生

を
中
心
と
し
た
一
〇
〇
名
の
学
生
が
Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
お
い
て

言
語
教
育
科
目
（
英
語
で
学
び
考
え
る
力
を
養
う
）
や

カ
ナ
ダ
研
究
（
カ
ナ
ダ
入
門
コ
ー
ス
で
文
化
、
社
会

学
・
社
会
問
題
、
法
律
と
社
会
、
経
済
の
四
分
野
か
ら

選
択
）、
コ
ア
科
目
（「
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」、「
環
太
平
洋
研
究
」
の
二
科
目
）、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
正
規

科
目
を
学
び
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
立
命
館
・
Ｕ
Ｂ
Ｃ
ハ

ウ
ス
」
を
中
心
と
し
た
寮
で
Ｕ
Ｂ
Ｃ
学
生
と
共
同
生
活

を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
具
体
的
に
は
八
月
末
か
ら

翌
年
四
月
下
旬
ま
で
の
約
八
ヶ
月
で
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
で
は
一

学
年
の
正
規
学
期
開
講
期
間
と
な
り
ま
す
。
Ｕ
Ｂ
Ｃ
で

取
得
し
た
単
位
は
、
立
命
館
大
学
で
三
〇
単
位
ま
で
認

定
さ
れ
ま
す
。

学
生
達
は
、
ど
の
よ
う
に
学
び
、

成
長
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

第
一
期
生
に
よ
る
体
験
記
が
、「
一
〇
〇
人
の
カ
ナ

ダ
留
学
記
」
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
は

言
語
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
習
慣
や
文
化
の
違

い
等
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
積
極
的
に
何
事
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
で
学
び
・
生
活
し
て
い

ま
す
。
授
業
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
寮
で
の
共
同
生
活

や
サ
ー
ク
ル
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
課
外
活
動
な
ど
、

異
文
化
の
中
で
揉
ま
れ
鍛
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

卒
業
生
は
、
そ
れ
ま
で
本
学
が
相
対
的
に
弱
か
っ
た
就

職
先
で
あ
る
商
社
、
メ
ー
カ
ー
、
官
公
庁
を
は
じ
め
と

す
る
国
際
関
連
分
野
を
開
拓
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

一
期
生
・
二
期
生
の
中
に
は
、
仕
事
を
や
め
て
海
外
の

大
学
院
へ
進
学
し
た
り
、
自
分
の
可
能
性
を
求
め
て
転

職
し
た
り
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
動
き
が
見
ら

れ
ま
す
。

Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｐ
に
つ
い
て

次
に
、
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｐ
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｐ
は
、
一
九
九
四
年
度
よ
り
開
始
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
立
命
館
大
学
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ.

Ｃ.

に
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン
大
学
が
相
互
に
単

位
を
認
定
し
合
う
（
両
大
学
が
三
〇
単
位
ま
で
単
位
認

定
を
行
う
）
こ
と
に
よ
り
、
最
短
四
年
間
で
日
米
二
つ

の
学
士
号
を
取
得
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
対
象
と

な
る
学
部
は
、
本
学
の
法
・
経
済
・
経
営
・
産
業
社

会
・
国
際
関
係
・
政
策
科
学
・
文
学
部
、
ア
メ
リ
カ
ン

大
学
の
国
際
関
係
・
文
理
・
経
営
・
公
共
政
策
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
派
遣
期

間
は
、
学
生
の
英
語
力
と
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
の
で
す
が
、
最
短
で
二
年
間
で
す
。
過
年
度
、
毎
年
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二
〇
名
前
後
を
派
遣
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
、
約
一

四
〇
名
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
入
学
試

験
段
階
か
ら
派
遣
候
補
者
を
選
抜
し
ま
す
が
、
在
学
生

で
あ
る
一
回
生
か
ら

も
若
干
名
を
募
集
す

る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
大
学
院

に
つ
い
て
も
交
換
留

学
制
度
を
利
用
し
た

大
学
院
共
同
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
学
生
・

院
生
は
、
学
位
を
取

得
す
る
た
め
に
ア
メ

リ
カ
人
の
学
生
・
院

生
や
他
の
留
学
生
と

一
緒
に
学
び
、
生
活

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
地
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
等
で
の
海
外
研
修
に
参
加

し
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

そ
こ
で
学
ん
だ
学
生
達
は
、

ど
う
い
っ
た
分
野
に

進
出
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

国
際
機
関
や
総
合
商
社
、
外
資
系
企
業
・
官
公
庁
等
、

学
ん
だ
こ
と
、
経
験
し
た
こ
と
を
フ
ル
に
活
か
せ
る
分

野
へ
の
進
出
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
就
職
に
関

し
て
は
、
全
学
の
牽
引
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

当
面
の
課
題
は
？

上
記
以
外
に
も
、
約
五
週
間
、
各
二
四
名
か
ら
三
〇

名
を
海
外
一
一
大
学
に
派
遣
す
る
「
異
文
化
理
解
セ
ミ

ナ
ー
」
や
一
年
間
、
各
一
名
か
ら
三
名
を
海
外
二
三
大

学
に
派
遣
す
る
「
交
換
留
学
」、
半
年
あ
る
い
は
一
年

間
、
海
外
か
ら
三
〇
名
程
度
受
け
入
れ
る
「O
n
e

Y
e
a
r
P
ro
g
ra
m

」
等
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た

多
様
な
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
や
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン

パ
ス
に
あ
る
「
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
」
で
は
、
日
常
的
に
留
学
生
と
日
本
人

学
生
、
言
語
担
当
教
員
等
が
交
流
で
き
る
仕
組
み
を
準

備
し
て
お
り
、
学
生
の
語
学
力
の
向
上
と
あ
わ
せ
て
国

際
感
覚
を
磨
く
機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

留
学
生
支
援
の
た
め
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
、
留
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
「
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
を
設
置

し
た
り
、
将
来
、
国
際
機
関
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
学

生
を
中
心
と
し
た
自
主
研
究
会
活
動
グ
ル
ー
プ
「
Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ａ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
を
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

と
協
力
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
の
国
際
教
育
・

研
究
推
進
機
構
の
課
題
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

国
際
教
育
・
研
究
交
流
活
動
の
広
範
な
展
開
や
国
際

リ
エ
ゾ
ン
機
能
の
向
上
等
を
目
指
す
、「
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ

二
〇
〇
〇
〜
高
度
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
①
マ
ル
チ
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
層
の
展
開
、
②
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
・
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
（
グ
ロ

ー
バ
ル
化
・
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
社
会
の
中
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人
材
）
の
育
成
、
③
研
究
・
教

育
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
の
到
達

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
条
件
整
備
と
し

て
、
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
普
遍
的
な
デ
ザ
イ

ン
の
概
念
を
取
り
入
れ
た
先
端
技
術
開
発
等
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
教
員
と
職
員
の
協
働
も
こ
れ
ま
で

と
は
異
な
っ
た
次
元
で
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。

本学では現在、多様な国際教育プログラムを開設しているが、今回は約8ヶ月間の「立命館・UBCジョイントプロ
グラム（以下UBC･JP）」および2年間の「立命館大学・アメリカン大学学部共同学位プログラム（以下DUDP）」
に焦点を当てて、どのようなプログラム内容の下にどのような学生達が育ってきているのか、国際教育・研究推進
機構長のモンテ・カセム教授（政策科学部）にお話を伺った。
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「
日
本
型
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
具
体
化
課
題
│

法
曹
養
成
・
法
学
教
育
に
対
す
る
大
学
の
責
任
」

（
２
０
０
０
・
９
・
３０
）

「
二
一
世
紀
の
法
曹
養
成
」
連
続
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
第
三
回
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
多

数
の
法
曹
関
係
者
・
研
究
者
等
の
参
加
を
得
て
、

法
学
教
育
の
あ
り
方
や
法
曹
像
な
ど
に
つ
い
て

議
論
が
行
わ
れ
た
。
分
科
会
で
は
①
二
一
世
紀

の
日
本
型
法
学
部
教
育
、
②
法
科
大
学
院
に
お

け
る
基
本
的
法
学
科
目
教
育
、
③
法
科
大
学
院

と
法
律
実
務
等
が
活
発
に
話
し
合
わ
れ
た
。

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
一
〇
月
入
学
式

（
２
０
０
０
・
１０
・
２
）

ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル

に
て
、
入
学
式
が
行
わ

れ
、
二
〇
七
名
の
学
生

を
受
け
入
れ
た
。
四
月

入
学
生
と
合
わ
せ
て
四

七
カ
国
・
地
域
出
身
者

九
〇
八
名
（
内
国
際
学

生
四
二
四
名
）
と
な
っ
た
。

「
Ｖ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

（
２
０
０
０
・
１０
・
６
）

立
命
館
大
学
ロ
ー
ム
記
念
館
に
お
い
て
、
東
京

大
学
浅
田
邦
博
大
規
模
集
積
シ
ス
テ
ム
設
計
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｖ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）
長

を
は
じ
め
と
す
る

超
大
規
模
集
積
回

路
（
Ｖ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
）

研
究
者
の
参
加
を

得
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
た
。

シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ

の
設
計
教
育
や
開

発
現
場
の
意
見
等

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
能
力
、
文
化
・
芸
術
活
動
に

優
れ
た
者
の
特
別
選
抜
入
学
試
験
合
格
発
表

（
２
０
０
０
・
１０
・
２０
）

ス
ポ
ー
ツ
分
野
一
六
五
名
（
志
願
者
二
四
二

名
）、
文
芸
分
野
五
二
名
（
志
願
者
九
一
名
）
の

合
格
者
を
発
表
。
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
倉
木
麻
衣

さ
ん
も
産
業
社
会
学
部
に
合
格
。

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
会
見

（
２
０
０
０
・
１１
・
１７
）

硬
式
野
球
部
の
山
田
秋
親
投
手
（
法
学
部
四
回

生
、
二
二
歳
、
京
都
・
北
嵯
峨
高
校
出
身
）
が
福

岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
か
ら
、
平
本
　
学
投
手

（
産
業
社
会
学
部
四
回
生
、
二
一
歳
、
大
阪
・
大

阪
産
業
大
学
附
属
高
校
出
身
）
が
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ

ロ
ー
ズ
か
ら
ド
ラ
フ
ト
指
名
を
受
け
た
。

「
二
〇
〇
〇
年
度
学
園
祭
」

（
Ｂ
Ｋ
Ｃ
２
０
０
０
・

１１
・

１１
〜

１２
、
衣
笠
１１
・

１８
〜

１９
）

立
命
館
大
学
出
身
バ
ン
ド
「
く
る
り
」
の
ラ
イ

ブ
や
「
い
ち
お
し
企
画
」
の
和
太
鼓
ド
ン
公
演
、

大
工
哲
弘
ラ
イ
ブ
、
学
術
系
サ
ー
ク
ル
合
同
公
演

「
平
将
門
」、「
校
友
会
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
フ
ォ
ー

ラ
ム
―
二
一
世
紀
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て
―
」

（
川
端
義
明
氏
、
住
野
公
一
氏
、
朴
慶
南
氏
）
他
、

多
彩
な
企
画
や
ス
テ
ー
ジ
、
模
擬
店
等
両
キ
ャ
ン

パ
ス
で
に
ぎ
や
か
に
学
園
祭
が
行
わ
れ
た
。

ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

①「
片
山
家
能
装
束
・
能
面
展
」

（
２
０
０
０
・
８
・
１
〜
３
）

京
都
文
化
博
物
館
に
お
い
て
「（
財
）
片
山
家

能
楽
保
存
財
団
第
四
回
能
装
束
・
能
面
展
―
う
す

も
の
の
美
し
さ
―
」
が
財
団
と
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
。
能
装
束
、

能
面
の
展
示
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
関

連
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
Ｖ
Ｔ
Ｒ
放
映
等
も
実

施
。
片
山
九
郎
右
衛
門
氏
、
清
司
氏
等
の
解
説
も

行
わ
れ
た
。

②「
映
画
都
市
・
洛
西
再
発
見
撮
影
所
跡
地

30
km
『
キ
ネ
マ
の
道
』
踏
破
」
の
取
り
組
み

（
２
０
０
０
・
１０
・
１
）

か
つ
て
「
日
本
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」
と
称
さ
れ
た

京
都
の
洛
西
地
域
の
映
画
史
跡
を
め
ぐ
り
、
三
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
踏
破
す
る
取
り
組
み
を
実
施

し
た
。

③「
ジ
ン
バ
ブ
エ
に
お
け
る
身
体
表
現
と

社
会
・
文
化
」

（
２
０
０
０
・
１０
・
５
）

多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
・
コ

キャンパス トピックス*AUGUST. 2000 NOVEMBER. 2000
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
劇
団

団
長
グ
ギ
・
ワ
・

ミ
リ
エ
氏
の
講
演

と
劇
団
に
よ
る
ダ

ン
ス
・
ス
テ
ー

ジ
・
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
行
わ
れ
た
。

④「
甦
る
日
本
の

ハ
リ
ウ
ッ
ド
―

無
声
映
画
、
等
持
院
に
還
る
！
」

（
２
０
０
０
・
１０
・
２８
）

京
都
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
実
行
委
員
会
主

催
、
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
共
催
、
㈱
マ

ツ
ダ
映
画
社
無
声
映
画
鑑
賞
会
協
力
に
よ
り
、
無

声
映
画
「
豪
傑
児
雷
也
」「
雷
電
」「
番
場
の
忠
太

郎
　
瞼
の
母
」
の
上
映
会
を
以
学
館
二
号
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
催
。
弁
士
は
澤
登
翠
氏
、
楽
団
は
カ

ラ
ー
ド
・
モ
ノ
ト
ー
ン
。

⑤
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
所
蔵

「
浮
世
絵
名
品
展
」

（
２
０
０
０
・
１１
・
６
〜
１２
・
１８
）

ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
展
示
室
に
て

開
催
。

⑥
秋
季
連
続
講
演
会

「
京
都
・
民
俗
芸
能
の
今

―
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（
２
０
０
０
・
１１
・
８
）

講
師
は
、
前
京
都
市

歴
史
資
料
館
館
長
・
山

路
興
造
氏
。

「
情
報
を
展
示
す
る
博
物
館
の
試
み
」

（
２
０
０
０
・
１１
・
６
）

講
師
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館
・
栗
田
靖
之

教
授
。

「
サ
イ
バ
ー
・
ア
ー
ト
―
製
作
と
理
論
―
」

（
２
０
０
０
・
１１
・
２１
）

講
師
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
マ
ッ
テ
ィ
ア
ス
・
プ
ッ
シ
ュ
氏
。

「
美
学
事
始
め
―
『
日
本
』
の
美
学
と
日
本
の
『
美
学
』」

（
２
０
０
０
・
１１
・
８
）

講
師
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
神

林
恒
道
教
授
。

国
際
言
語
文
化
研
究
所
の
取
り
組
み

①「
ビ
ョ
ン
・
ヨ
ン
ジ
ュ
監
督
の
映
画
と
講
演

の
夕
べ
」

（
２
０
０
０
・
１１
・
２
）

ビ
ョ
ン
・
ヨ
ン
ジ

ュ
監
督
を
迎
え
、
映

画
「
息
づ
か
い
」
の

上
映
と
講
演
「
戦
争

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー：

記

憶
・
証
言
・
表
象
を

め
ぐ
っ
て
」
を
実
施
。

②
連
続
講
座
「
文
化
接
合
の
島：

台
湾
」

「
台
湾
の
政
治
と
文
化
―

本
土
意
識
が
生
み
出
し
た
も
の
」

（
２
０
０
０
・
１１
・
１０
）

報
告
者
は
、
目
白
大
学
人
間
社
会
学
部
・
丸
山

勝
教
授
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
、
京
都
産
業
大
学

法
学
部
・
清
河
雅
孝
教
授
。

「
台
湾
の
言
語
状
況
と
文
学
」（

２
０
０
０
・
１１
・
１７
）

報
告
者
は
、
静
岡
大
学
人
文
学
部
・
森
口
恒
一

教
授
と
横
浜
国
立
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
・
垂
水

千
恵
助
教
授
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
、
本
学
文
学

部
・
西
成
彦
教
授
。

「
現
代
中
国
文
学
研
究
に
お
け
る
台
湾
文
学
研
究
」

（
２
０
０
０
・
１１
・
２４
）

報
告
者
は
、
琉
球
大
学
法
文
学
部
・
星
名
宏
修

助
教
授
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
、
本
学
法
学
部
・

宇
野
木
洋
教
授
。

国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
取
り
組
み

①「
日
本
人
・
オ
ラ
ン
ダ
人
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

―
日
本
占
領
下
の
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の

記
憶
展
」

（
２
０
０
０
・
８
・
１
）

報
告
者
は
、
オ
ラ
ン
ダ
国
立
戦
争
資
料
館
Ｅ
・

ソ
ー
メ
ル
ズ
展
示
部
長
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学
木
村
一
信
教
授
、
岡
山
大
学
中
尾
知
代
助

教
授
。

②「
第
四
三
回
世
界
報
道
写
真
展
二
〇
〇
〇
」

（
２
０
０
０
・
９
・
２７
〜
１０
・
１５
）

一
九
九
五
年
以
降

毎
年
開
催
し
て
い
る

年
次
展
で
、
今
年
は

一
二
二
カ
国
、
三
、

九
八
一
名
の
写
真
家

か
ら
応
募
さ
れ
た
四

二
、
二
一
五
点
か
ら

入
選
し
た
一
九
五
点

が
展
示
さ
れ
た
。
ま

た
、
ロ
ビ
ー
で
は
併

せ
て
「
東
チ
モ
ー
ル
報
道
写
真
展
」
も
行
わ
れ
た
。

③
特
別
展
「
戦
争
と
芸
能
」

（
２
０
０
０
・
１０
・
２６
〜
１１
・
１６
）

中
野
記
念
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、「
戦

争
が
芸
能
に
落
と

し
た
影
」
を
副
題

と
し
て
、
戦
時
中

の
芸
能
（
音
楽
、

漫
才
、
落
語
、
浪

曲
、
映
画
、
演
劇
、

能
、
文
楽
、
歌
舞

伎
、
宝
塚
少
女
歌

劇
等
）
が
戦
争
に

よ
っ
て
歪
め
ら
れ

た
実
態
を
約
五
〇
〇
点
の
資
料
・
パ
ネ
ル
等
で
描

き
出
し
て
い
る
。

④「
戦
争
と
芸
能
」
記
念
講
演
会

（
２
０
０
０
・
１０
・
２９
）

末
川
記
念
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
戦
時
下

の
芸
能
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
本
学
産
業
社
会
学

部
・
木
津
川
計
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
と
吉
本
文

芸
館
・
竹
本
浩
三
館
長
、
木
津
川
計
教
授
、
本
学

国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
安
齋
育
郎
館
長
に
よ

る
鼎
談
が
行
わ
れ
た
。

キャンパス トピックス*
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ホッケー部（女子）

■関西学生リーグ　3位

男子陸上競技部

■第84回日本選手権

800ｍ1位　笹野浩志（営3）

女子陸上競技部

■第10回関西学生対校女子駅伝　準優勝

■第84回日本選手権

10000ｍ8位　加納　由理（済4）

クラシックバレエ同好会

■学内発表会（白鳥の湖）

12/14 (木)・15 (金) 以学館1号ホール

新演劇研究会(劇団月光斜)

■2000年冬公演　

12/15 (金)・16 (土) 学生会館小ホール

写真研究会

■冬季展　

12/16 (土)～20 (水)10：00～21：00

以学館多目的ホール1・2

※最終日は18：00まで

応援団

■第41回チアーリングフェスティバル

12/20 (水)17：00開演　京都会館第2ホール

劇団立命芸術劇場

■第65回公演　

12/20 (水)～22 (金) 学生会館小ホール

新演劇研究会(劇団月光斜)チームＢＫＣ

■2000年度冬公演　

12/21(木)～23(土) 時間未定　ユニオン

ホール（ＢＫＣ）

メンネルコール

■第54回定期演奏会　

12/25 (月) 18：00開場、18：30開演　

京都コンサートホール小ホール

映画部、写真部、陶芸部、美術研究部

■表現系四団体合同企画展　

12/18 (月)～22 (金) 以学館多目的ホール

＜主な試合結果＞

女子陸上部

■九州学生陸上選手権

5000m－1位：ウビ・タデッセ（アジア太

平洋学部１）

1500m－1位：佐藤由布子（アジア太平洋

学部１）

800ｍ－2位：モハメッド・ウォッセン

（アジア太平洋マネジメント学部１）

学生の
スポーツ＆イベント

イ ベ ン ト ・ ガ イ ド
問い合わせ先：学生センター

075-465-8141

APUスポーツ・ガイド
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＜主な試合結果＞

硬式野球部

■関西学生リーグ　準優勝

［ベストナイン］一塁手・藤原　通（産3）、

遊撃手・紀之定　正行（産4）、外野手・市

場　靖人（産3）、大前　辰哉（産4）

ゴルフ部

■第46回信夫杯争奪全日本大学対抗選手権

（男子）3位

サッカー部

■関西学生リーグ　優勝（初）

［ベストイレブン］GK・不老伸行（産3）、

DF・伊藤宏樹（済4）、MF：西原拓己（済

4）・FW：井上悠輔（済4）

［最優秀選手賞・ベストキャプテン賞］西原

拓己（済4）

［得点王］井上悠輔（済4）

サッカー部（女子）

■関西学生リーグ　6位

柔道部

■全日本学生柔道体重別選手権

（女子）63kg級：2位　野村康代（文2）

男子ソフトボール部

■関西学生リーグ　4位

軟式（準硬式）野球部

■関西学生リーグ　3位

馬術部

■第38回関西学生馬術選手権大会　

2位　田中伸幸（産4）

■第36回関西学生馬術女子選手権大会

4位　衣袋亜矢子（法4）

女子バスケットボール部

■関西学生リーグ　5位

バドミントン部

■関西学生リーグ男子　準優勝

■関西学生リーグ女子　3位

バレー部

■関西学生リーグ　3位

ハンドボール部（女子）

■関西学生リーグ　6位

フェンシング部

■第50回関西学生フェンシング選手権大会

男子エペ1位　実重　努（理4）、男子サー

ブル団体：優勝、男子サーブル1位：杉本

直也（済4）

女子エペ団体：準優勝、女子エペ2位：成

田絢子（文2）、女子サーブル団体：優勝、

女子フルーレ団体：準優勝

ホッケー部（男子）

■関西学生リーグ　準優勝

学生の
スポーツ＆イベント

ス ポ ー ツ ・ ガ イ ド
問い合わせ先：スポーツ強化センター

075-465-7863



＊先月、衣笠キャンパスの中央グラウンドが樹
木と芝生の中央ひろばとして整備されたのを見
て、大変な様変わりに驚きと感激を同時に覚え
た。また、モダンな恒心館も見せてもらった。
一方、先週バイクでBKCを訪ねた。ローム記念
館の前を通ってアクロスウイングへ行くと、隣
でセミナーハウスの建設中であった。立命館大
学の発展と校友諸兄姉のますますのご活躍を祈
りつつ21世紀を迎えたい。

（覚）

＊貴重な書画を守るため長年修復に携わってこ
られた大先輩藤井さん。その技と仕事は、一千
年もの長きにわたって受け継がれてきた日本の
宝と日本人の心を次世代に伝える。一人の人間
として誠実に被疑者に接し、日々邁進する若き
警察官竹谷さん。今、21世紀に誕生する新しい
命を宿し、決意を新たにする。BKCの展開と
APUの創設、生まれ変わった京都・衣笠キャン
パスの変貌。「自由と清新」を受け継ぎ、新たな
ミレニアムにグローバルに挑戦し続ける立命館
の強い決意に身震いしつつ。（新世紀も「りつめ
い」をご贔屓に!）

（あ）

＊立命館大学大阪オフィスに勤務して早2年。
この間、本学園のサテライト・オフィスとして、
本学の様々な取組や改革について発信してきた。
また、大学の持つ知的資源を社会のお役に立て
たいということで、99年度より市民講座「立命
館大阪オフィス講座」を開講。当会報や校友会
ホームページでPRしており、大阪を中心に関西
の校友の方々の受講を頂いている。次年度は、
大阪在住の先輩の皆様のお力をお借りした市民
講座を立ち上げるべく現在準備中である。乞う、
ご期待!!

（保）

編集室から

今号から会報誌上での卒業年表示に西暦を使用し

ています（下2桁で表記）。21世紀を迎え、立命

館学園および当校友会が世界に開かれた存在とな

ったことに伴う変更です。しばらくは慣れない向

きもあろうかと存じますが、ご理解ください。

発行所／立命館大学校友会
編集人／
発行人／河原　四郎
〒603-8577  京都市北区等持院北町
Tel. 075（465）8120・8124
Fax.075（465）8125
http://www.ritsumei.ac.jp/
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◎司法試験
平井宏俊（'84経営）
橋良裕（'89法）
湯坐聖史（'94法）
國本依伸（'96法）
安達里美（'97法）
田裕嗣（'97法）
佐藤真奈美（'98法）
安井敦子（'98法）
今春　博（'99院法）
小原路絵（'99法）
小嶋　敦（'00法）
石川梨枝（院法M2）
内藤大作（院法M1）

◎公認会計士試験
岩永憲秀（'96経済）
杉田美香（'96法）

大倉 淳（'97経済）
甲斐靖裕（'97経営）
藤田晃士（'98経済）
堀田　稔（'98法）
白山千文（'99経営）
諏訪祐一郎（'99経営）
武内貴之（'99経営）
山本和弘（'99経済）
稲垣誠二（'00法）
平井美香（'00経営）
高橋慶親（法4）
野場友純（経営4）

◎国家公務員Ⅰ種試験
西川英樹（'98文）
社藤　学（'99経済）
篭原慎一郎（'00院法）
神田英孝（'00経済）

小村昌孝（院国関M2）
齋藤正利（院理工M2）
島史揚（院理工M2）
福澤光祐（院法M2）
田付徳雄（院理工M1）
降籏友宏（院政策M1）
春日和文（理工4）
小林淳哉（経営4）
坂井田崇（理工4）
鈴木貴広（経済4）
谿花正由輝（理工4）

◎外務省専門職試験
甲藤岳史（'00国関）
寺本衣里（'00院国関）
井上広勝（院国関M2）
櫛渕千代（院国関M2）

◆ 秋國忠教元教授・石原浩澄助教授
（'87文）・井田俊隆教授・芳田真沙子
教授（吉田昌子・'58文）他訳
『英国読本 紅茶の時間に 作家
と詩人の愛した町や村』
文 理 閣 ＊ 3 5 0 0 円

◆ 鈴木　元氏（'69経済）著
『五十代前半』
か も が わ 出 版 ＊ 1 4 2 9 円

◆ 川村匡由氏（'69文）著
『これで充分介護保険早わかり』
実 業 之 日 本 社 ＊ 1 4 0 0 円

『得する年金・介護保険の基礎常識』
実 業 之 日 本 社 ＊ 1 5 0 0 円

◆ 藤田友治氏（'73院文修）著
『魏志倭人伝の解明
―西尾幹二「国民の歴史」を批判する』
論 創 社 ＊ 2 0 0 0 円

◆ 村上哲大氏（'62法）著
『仕事と経営の極意
―パラダイム発想法』
学 文 社 ＊ 2 5 0 0 円

価格は本体価格です。

校友会へご恵贈下さいました本の中から
紹介させていただいております。

BOOKS

各種国家試験合格者（判明分・敬称略）

校友住所等変更通知専用
フリーダイヤルを開設いたしました
お名前・ご住所・勤務先・電話番号等変更の
際にご利用下さい。
Tel. 0120-252094 Fax. 0120-252095
なお、郵便のご利用や、インターネットの校友
会ホームページからデータをご送信いただく形
での登録内容変更もできます（本誌p.14参照）。
最新の情報をお知らせ下さいますようご協力を
お願いいたします。

各種証明書発行依頼先について
卒業証明書・成績証明書などの発行依頼は各
学部事務室までお願いいたします。
二部（現・夜間主コース）卒業生の方につき
ましても同様に各学部事務室にて承っており
ます。

［証明書発行依頼先］
■法学部・文学部・産業社会学部・国際関係学部・政
策科学部…衣笠キャンパス
〒603-8577 京都市北区等持院北町56-1
Tel. 075(465)1111（代）
■経済学部・経営学部・理工学部…びわこ・く
さつキャンパス
〒525-8577 滋賀県草津市野路東1-1-1
Tel. 077(566)1111（代）

【校友会報配達状況についてのお尋ねとお願い】
本誌「りつめい」は、送料経費節減のため、地
域によって郵便もしくはメール宅配便のどちら
かを利用して皆様のお宅へお届けしてまいりま
した。しかし、宅配便利用地域において、誤配
や、配達されないといった事故がわずかながら
起きているようです。また、ご転居後に転送が
きかないという不便もあります。
検証のため、今号はすべて郵便にて発送いたし
ました。大変恐れ入りますが、宛先表記は旧住
所であっても郵便局に転居届を出されていたこ
とにより新住所に転送・配達されたという方な
どがいらっしゃいましたら、校友会フリーダイ
ヤル（0120-252094）までご連絡下さい。
何卒よろしくお願いいたします。

お知らせ

叙勲 2000年度秋分
□ 勲三等瑞宝章
高野　修氏（'53法）元京都簡裁判事

□ 勲四等旭日小綬章
橋宗治郎氏（'50経済）金融
中田　淳氏（'53経済）地方自治
上林　力氏（'55法）検察官
安井　茂氏（'55法）地方自治

□ 勲四等瑞宝章
黒宮哲之氏（'48専工）地方自治
東山照雄氏（'50専法経）地方自治
高塚泰次郎氏（'54文）教育
南　健夫氏（'54法）弁護士

□ 勲五等瑞宝章
降旗顕英氏（'50経済）中小企業振興

栢野治夫氏（'51専法経）地方自治
小笹次夫氏（'51経済）教育
岡澤新吾氏（'52文）教育
中川文也氏（'52理工）教育
三谷信夫氏（'53理工）地方自治

□ 勲六等瑞宝章
山田政五郎氏（'47専工）警察

褒章 2000年度秋分
□ 黄綬褒章
富家幹夫氏（'55経済）織物
海原　旦氏（'57経済）公認会計士
安井　孜氏（'59理工）建築工事
塩根完爾氏（'61理工）造船関連

表彰
□ 大橋 忍氏（'59文）
建設大臣表彰

就任
□ 岩室敏和氏（'71産社）
10月29日大阪府阪南市長選挙初当選

訃報
□ 赤田日崇氏（'54文）
本能寺貫首。9月21日ご逝去。75歳。

□ 谷口長三氏（'58理工）
自動車部OB会会長。
10月18日ご逝去。65歳。

□ 堀田牧太郎氏
APUアジア太平洋学部教授。
前・立命館大学国際関係学部教授。
11月9日ご逝去。53歳。

高� 高�

濱�屓�

高�

校友消息（判明分）


